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出雲市文化財室では、出雲市築山土地区画整理組合からの委託を

受け、平成 13年度から築山土地区画整理予定地内の埋蔵文化財発掘

調査を実施してまいりましたが、今年度の調査報告書の刊行をもっ

て終了する逗びとなりました。本書は、平成 13・ 14年度に発掘調査

を行った寿昌寺遺跡、築山遺跡の成果をまとめたものです。

これらの遺跡が所在する上塩冶地区は、県内でも有数の遺跡密集

地帯となっており、数多くの歴史的文化遺産が残っています。

本書に掲載した寿昌寺遺跡からは中世の館の区画溝が確認され、

付近の有力者であった塩冶氏との関連も考えられています。一方、

築山遺跡からは出雲平野では珍しい縄文土器が多数出土しており、

貴重な資料となりました。

こうした調査成果は、出雲地域の歴史を解明していく上でも貴重

な資料になるものと思われます。本書が地域の埋蔵文化財に対する

理解や歴史解明の一助になれば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査及び本書の刊行にあたり御協力い

ただきました地元の皆様、出雲市築山土地区画整理組合をはじめ、

関係の方々に対して心から御礼申し上げます。

平成 16年 10月

出雲市教育委員会

教育長 加 藤 武 行
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例    言

1.本書は、出雲市築山土地区画整理組合の委託を受け、出雲市文化財室が平成 13,14年度に実
施した寿昌寺遺跡、築山遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、下記の期間において実施した。
寿昌寺遺跡………………平成 14年 1月 8日 ～6月 27日

築山遺跡…………………平成 14年 5月 3日 ～平成 15年 3月 31日

3.発掘調査を行った地呑は、次のとおりである。
寿昌寺遺跡………………出雲市上塩冶町 351番地 3ほか

築山遺跡…………………出雲市上塩冶町 1683番地ほか

4.調査は次の組織で行った。
平成 13年度

[事 務 局]板倉 優 (出雲市芸術文化振興課長)、 川上 稔 (出雲市文化財室長)
[調 査 員]遠藤正樹 (出雲市文化財室 副主任主事)

佐々木紀明、伊藤晶子 (同  臨時職員)
平成 14年度

[調査指導者]伊藤徳広 (島根県教育庁文化財課 主事)
[事 務 局]板倉 優 (出雲市芸術文化振興課長)、 川上 稔 (出雲市文化財室長)
[調 査 員]遠藤正樹、藤永照隆 (出雲市文化財室 副主任主事)

佐々木紀明、伊藤晶子、伊藤めぐみ、櫻井康行 (同 臨時職員)
平成 15年度 (報告書作成)

[調査指導者]原田敏照 (島根県教育庁文化財課 文化財保護主事)
[事 務 局]板倉 優 (出雲市芸術文化振興課長)、 川上 稔 (出雲市文化財室長)
[調 査 員]遠藤正樹、藤永照隆 (出雲市文化財室 副主任主事)

佐々木紀明、佐藤睦子

平成 16年度 (報告書作成)

[事 務 局]板倉 優 (出雲市芸術文化振興課長)、 川上 稔 (出雲市文化財室長)
[調 査 員]遠藤正樹、藤永照隆 (出雲市文化財室 副主任主事)

5。 本書で使用した遺構略号は、次のとおりである。

SD―溝状遺構、SE―井戸、SK―土壊、SX―不明遺構、P―ピット状遺構、SB―掘立柱建物跡
6。 本書で示した方位は真北を示す。座標は日本測地系に基づくものである。

7.本遺跡の出土遺物及び実測図、写真は出雲市教育委員会で保管している。
8。 本書掲載の遺物実測図及び写真撮影については、遠藤、藤永のほか、佐々木紀明、伊藤めぐみ、

伊藤晶子、櫻井康行、佐藤睦子、宮崎 綾、高橋亜紀、鵜口令子、岩崎晶美が行った。
9。 本書の執筆、編集は遠藤、藤永が行った。

10,各遺跡の調査担当者は、次のとおりである。

寿昌寺遺跡………………遠藤正樹

築山遺跡 I区……………藤永照隆

築山遺跡Ⅱ区……………遠藤正樹、藤永照隆

ll.文化財調査コンサルタント株式会社 渡邊正巳氏からは玉稿を賜った。
12.発掘調査及び報告書作成にあたっては、以下の方々に御指導、御協力を賜った。

西尾克己 (島根県教育庁文化財課)、 広江耕史、柳浦俊一、林健亮 (以上島根県埋蔵文化財調

査センター)、 杉原和恵 (防府市教育委員会)、 尾島 治 (津山郷土博物館)、 今岡 清 (島根県
文化財保護指導委員)、

13.遺物整理、報告書作成作業については、次の方々に従事していただいた。

鵜口令子、岩崎晶美、吹野初子、遠藤恭子、荒木恵理子、飯国陽子
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第 1章 調査に至る経緯と経過

築山土地区画整理事業準備委員会 (以下準備委員会という)よ り、平成 10年 10月 26日 付で出雲

市上塩冶町築山地内土地区画整理事業に係る埋蔵文化財試掘調査の依頼が提出された。これに対し

て、出雲市教育委員会は平成 11年 2月 に事業予定地内の試掘調査を実施し、事業地の大部分が周知

の遺跡である築山遺跡・寿昌寺追跡の範囲内であることを確認するとともに、事業実施前に発掘調査

の実施が必要となる旨の報告を行った。

その後準備委員会と出雲市 (平成 13年度より文化財保護部局が市長部局へ移動)で協議を重ねた

結果、出雲市と準備委員会で委託契約を締結し、平成 14年 1月 から発掘調査を開始することで合意

に至った。

こうした経緯を経て平成 14年 1月 8日 より出雲市は発掘調査を開始した。なお、同2月 には出雲

市築山地区土地区画整理組合 (以下区画整理組合という)が設立し、準備委員会が解散することと

なったため、事業主体及び契約相手方が区画整理組合へ変更されることとなった。

調査は平成 14年 1月 より同年 6月 まで寿昌寺遺跡の調査を、同年 5月 より平成 15年 3月 まで築

山遺跡の調査を行ない、築山遺跡の発掘終了と共に全ての現地作業を完了した。なお、工法上面的

調査が困難な部分については、この期間内に随時工事立会調査も実施している。

文化財保護法上の手続きについては、平成 13年 8月 31日 付で準備委員会より埋蔵文化財発掘の

届出 (文化財保護法第 57条の2)が出雲市経由島根県教育委員会へ提出され、出雲市は 13年 12月

25日 付で埋蔵文化財発掘調査の報告 (文化財保護法第 58条の2)を 島根県教育委員会へ提出した。

また、調査終了後の意見書については、寿昌寺遺跡に係る意見書を平成 14年 7月 8日 付で、築山遺

跡に係る意見書を平成 15年 3月 31日 付で島根県教育委員会へ提出した。
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第 1図 寿昌寺遺跡・築山遺跡調査地位置図
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第 2章 位置と環境

寿昌寺遺跡、築山遺跡が所在する出雲市上塩冶町築山地区は、当地の二大河川である斐伊川と神

戸川が出雲平野に流れ込む基点部に位置する。現在の出雲平野をとりまく環境は、北に北山山麓、

南に中国山地から派生した丘陵地が連なり、東に宍道湖、西に日本海がある。宍道湖、日本海にはそ

れぞれ斐伊川、神戸川が注いでおり、出雲平野はこの二大河川によって形成された沖積平野である。

<縄文時代> 確認される出雲平野最古の追跡としては、縄文時代早期末の菱根遺跡 (71)、 上長浜

貝塚 (75)が挙げられ、前期末には三田谷遺跡 (12)にも人々が暮らし始める。当時は縄文海進の影響

によって出雲平野の大部分が海となっていたとみられ、平野の縁辺部で遺跡が確認されるのみである。

平野の沖積作用が進んだ縄文後・晩期になると、矢野遺跡 (39)など平野中央部でも遺物の散布が確認

され始め、築山遺跡 (2)、 浅柄遺跡 (86)など平野縁辺部でも遺跡の増加傾向が見られる。

<弥生時代> 弥生時代前期には大きな変化は見られないが、弥生時代中期中葉以降になると下古志遺

跡 (77)、 天神遺跡 (20)、 などで大形の区画溝を配した大規模集落が営まれるようになり、追跡数も激的に

増加する。また、平野部の青木遺跡 (62)や中野美保遺跡 (47)では中期から後期にかけて貼石墓や四隅突

出型墳丘墓が築かれ、南丘陵地の西谷墳墓群 (32)では後期後葉に西部出雲地域の王墓と考えられる最

大級の四隅突出型墳丘墓が密集して築かれる。

<古墳時代> 古墳時代に入ると多くの集落追跡は衰退する。井原遺跡 (38)、 三田谷遺跡 (12)、 浅柄遺

跡 (86)などで集落跡は見つかつているが、その様相は未だ明らかでない。これに対し古墳の様相は比較的

明確である。前 。中期には山地古墳 (90)、 大寺古墳 (65)、 北光寺古墳 (94)など特筆すべき古墳は数えるほ

どであるが、後期後半になると神戸川東岸に大念寺古墳 (28)、 築山古墳 (3)といった大形横穴式石室墳が、

神戸川西岸に放レ山古墳 (82)、 妙蓮寺山古墳 (81)などの中小形横穴式石室墳が続 と々築かれる。また、

後期末～終末期には上塩冶横穴墓群 (9)や神門横穴墓 (89)を始め市内各所で横穴墓の造営が盛興する。

<古代>「出雲国風土記」によると、出雲平野は当時西流して神門水海に注いでいた出雲大川本流

(現在の斐伊川)と神戸川に挟まれた大変肥沃な土地であったようである。当時の出雲大川を境に北を出雲

郡、南を神門郡と行政区画が分かれ、古志本郷遺跡 (76)では神門郡家に比定される施設が確認されてい

る。その他、神門寺境内廃寺 (22)、 天寺平廃寺 (34)の古代寺院、光明寺3号墓 (13)、 小坂古墳石柩 (96)、

朝山古墓 (17)、 菅沢古墓 (33)の初期火葬墓といった特徴的な遺跡が調査地周辺の上塩冶町
。古志町周

辺に集中する。平野各所の集落遺跡においても遺構遺物ともに増加傾向が見られる。

<中世> 中世には出雲守護職の佐 木々氏 (後の塩冶氏)が 13世紀末頃塩冶郷に本拠を移してより、塩

冶高貞が幕閣の権力闘争に破れ自刃する(1341年 )までの間、塩冶地域が出雲国の中心地となる。高貞失

脚の後も塩冶氏は有力国人としての立場を守っており、1531年頃に尼子氏の圧迫を受けて塩冶郷を去るま

で当地は塩冶氏の本拠として発展したものと考えられる。主な追跡としては中世館跡を検出した蔵小路西遺

跡 (44)、 渡橋沖遺跡 (43)、 矢野遺跡 (39)、 下古志遺跡 (77)、 寿昌寺遺跡 (1)、 青磁優品の出上で知られ

る荻抒古墓 (37)、 丘陵地各所に点在する山城 (29。 30ほか)などが挙げられる。

<近世> 近世に入ると、松江落の土地政策により網状河川であった斐伊川が 1本の大河川に改



r

修されたほか、斐伊川西岸に来原岩樋 (36)、 間府岩樋 (35)が開削された。こうした大規模な水利

政策によって出雲平野は日本海側有数の穀倉地帯として発達することとなった。

第 2図 築山遺跡周辺の遺跡

1寿昌寺遺跡 2築山遺跡 3上塩冶築山古墳 4宮松遺跡 5角田遺跡 6寿昌寺西遺跡外 7.上塩冶地蔵山古墳 8半分古墳 9
上塩冶横穴墓群 10大井谷城跡 11半分城跡 12三田谷遺跡 13光明寺古墳群 14,大井谷Ⅱ遺跡 15唐墨城跡 16姉山城跡 17.

朝山古墓 18白 枝本郷遺跡 19,壱丁田遺跡 20天神遺跡 21高西遺跡 22神門寺境内廃寺 23海上遺跡 24,善行寺遺跡 25藤 ヶ

森遺跡 26 藤ケ森南遺跡 27塚山古墳 28今市大念寺古墳 29平家丸城跡 30向山城跡 31斐伊川鉄橋遺跡 32西谷墳墓群
33菅沢古墓 34長者原廃寺 35.間府岩樋 36来原岩樋 37荻抒古墓 38井原遺跡 39.矢野遺跡 40大塚遺跡 41小山遺跡
42白枝荒神遺跡 43渡橋沖遺跡 44蔵小路西遺跡 45姫原西遺跡 46中 野西遺跡 47.中野美保遺跡 48,中野清水遺跡 49大津
町北遺跡 50大津大河内遺跡 51高浜 I遺跡 52高岡遺跡 53稲岡遺跡 醜 荻抒Ⅱ遺跡 55,高浜川遺跡 56.高浜Ⅱ遺跡 57里
方八石原遺跡 58下澤遺跡 59.里方本郷遺跡 60山持遺跡 61.馬渡遣跡 62青木遺跡 63鳶ヶ巣城跡 64膳棚山古墳群・平林寺
山古墳群 65大寺古墳 67蛇山城跡 68出雲大社境内遺跡 69.真名井銅曳出土地 70,修理免本郷遺跡 71菱根遺跡 72鹿蔵山遺

跡 路 原山遺跡 74南原遺跡 75.上長浜貝塚 76古志本郷遺跡 77下古志遺跡 密 古志遺跡 79,田畑遺跡 80宝塚古墳 81妙
蓮寺山古墳 82放 レ山古墳 83浄土寺山城跡 84栗栖城跡 85知井宮多聞院遺跡 86浅柄遺跡 87.深田谷横穴墓群 88保知石遺
跡 89神門横穴墓群 90山地古墳 91.神待山古墳群 92九景川遺跡 93神西城跡 94北光寺古墳 95高城跡 96刈 山古墳群・

小坂古墳

―

――
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―
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第 3章 寿昌寺遺跡の調査

寿昌寺遺跡は上塩冶築山古墳から南へ約300m、 現在の寿昌寺から東へ約50mの地点に所在し(第

3図 )、 耕土から土器片が採集されることから、調査以前より追跡として周知されていた。

試掘調査の結果、第4ト レンチから墨書土器 (土師質土器)が出土したほか、広範囲に追跡の存

在を確認した。試掘 トレンチ出土遺物や北側に塩冶判官館跡推定地や塩冶判官高貞碑が所在するこ

とから、寿昌寺遺跡は中世を中心とした遺跡であることが推定された。

調査の結果、13～ 15世紀の掘立柱建物跡・溝・土壊・井戸・鍛冶炉・ピツト群などが検出された。

溝には幅 3m弱の溝が直行するものがあり、何らかの施設の区画溝になるものと考えられる。一方、

区画溝の外側では、奈良火鉢など寺院関連遺物が出土するほか、寺院の本堂の可能性がある掘立柱

建物跡を確認している。東側では鍛冶炉が確認されており、自給性が高い点も寺院関連遺跡の様相

と一致している。
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第 1節 寿昌寺遺跡の調査

1.調査の概要

寿昌寺遺跡の調査は区画整理道路計画範囲の西側部分約 1,050ド を対象とし、表土を重機で掘削し

た後、手掘りにより作業を進めた。なお、調査終了後の路線変更により、追加調査も実施している。

<土層堆積状況>(第 5～ 6図 )

堆積土は基本的に上から近代以降の堆積土である①表上、②明褐色上、③褐灰色土 (調査区北側

のみ)、 16世紀の堆積上である④褐色土の順に堆積し、一部ではその下層に⑤褐灰色砂質上が堆積し

ていた。また基盤層は調査区の大半が淡橙色砂層からなっており、山際の調査区北東端部では地山

面が基盤層となっている。

また表上下に堆積する撹乱土は、焙烙を含む新しい客土であるが、縄文土器を混入しており、採土

した土地に縄文遺跡がある可能性もある。しかしながら採土地は特定できなかった。

<遣構>(第 4図 )

遺構としては、弥生時代、中世 (13～ 15世紀)、 近世以降と大きく3時期の遺構が確認された。

土層堆積の①～③層が近代以降の堆積であることから、調査区内では、近代以降に大きな改変が

あったと考えられる。特に調査区北側では基盤層まで改変を受けており、深度のない遺構は後世の

削平等によってすでに破壊されたのか、調査区北側で確認された中世以前の追構は、井戸や土媛と

いつた深度のある遺構のみである。

弥生時代の遺構としてはSD 29、 SD 30、 SK 03がある。このうち溝は弥生終末期の自然河道で、

溝の方向から1条の溝として繋がる可能性もある。

中世の遺構としては、SD 15、 SD 08、 SK 08、 SB 01、 SK 09、 SX 03が 13世紀、SE 01が 13～

14世紀、SE 03が 14世紀初～ 15世紀前半、SE 02が 14世紀後半～ 15世紀前半、SK 41が 15世紀

後半と考えている。14～ 15世紀の遺構としては、井戸や土壊といった深度のある遺構しか検出され

なかった。上面包含層の時期が 16世紀であることから16世紀に14～ 15世紀の遺構面が破壊され

た可能性も考える必要があろう。

近世以降の遺構としては、調査区北側にSD 01、 SD 02、 SD 13、 SD 12がある。このうちSD 01は

多量の礫が充填されており、暗渠排水と考えられる。

<遣物>

縄文土器から近代に至るまでの遺物が出土している。出土遺物の中心は 13世紀で、多量の上師質

土器のほか、瀬戸焼、備前焼、盗器系陶器、青磁、白磁などの貿易陶磁が出上している。特徴的な

のは青磁の数が少なく、この時期の遺跡に出土する鏑蓮弁文碗も少ない点である。出土地別で見る

と、区画溝内は大部分に後世の改変を受けているため詳細は不明であるが、区画溝外側からは威信

財的な白磁四耳壺の破片が出土しているほか、瓦質土器、奈良火鉢、緑釉陶器といった寺院との関連

を考える必要のある遺物も出土している。また五徳、JI蝸 といった生産関連遺物が出土しているこ

とも特徴的である。
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2.遺構と遺物

<第 4ト レンチ>(第 7図 )

調査で検出された区画溝の内側に位置するトレンチで、墨書を施し

た土師質土器が出上している。

第 7図 1は第 4ト レンチ出上の上師質土器杯である。内外面ともに

回転ナデ調整し、底部には回転糸切痕を残す。口縁部の立ち上がりは、

外方に直線的に伸び、端部を尖 り気味に仕上げる。外面に漠字 2文字

の墨書が残 り、解読不明であるが、墨書文字の部首は、1文字目が「木」

または「示」の可能性があり、2文字は「禾」と考えられる。

<SD 15>(第 13図 )

長さ6.00m以上、幅 2.66mを 測る溝状遺構で、溝の主軸はN～ l°

～Eを呈する。壁の立ち上がりは、東側は外反しながら立ち上が り、
第フ図

西側は内湾気味に立ち上がる。遺物は土師質土器片が少量出土 して

いる程度であるが、SD 08の主軸と垂直関係にあり、SD 08の 時期と同時期の遺構と考えられる。

<SE 03、 SK 85、 SK 84>(第 14～ 16図 )

第 14図は井戸 (SE 03)と 土娠 (SK 85、 SK 84)である。SE 03は素堀の井戸で、東西 1。93m、

南北 ■42mを測る。壁は直立的に立ち上がる。出土遺物から14世紀初頭から15世紀前半頃の遺構

と考えられる。SK 85、 SK 84は床面で平坦面を作る土娠である。SK 85は東西 1.74m、 南北 1.86

m以上を測り、土娠上で、10～ 20cm程度の石を 10個程度集積している。出土遺物から13世紀前半

以降の遺構と考えられる。

第 15図 1～ 3は土師質土器である。1～ 2は小皿で、1は内外面ともに回転ナデ調整し、底部に

は回転糸切痕を残す。口縁部は内湾気味に立ち上がり、端部は九めに仕上げている。2は底部で、風

化のため調整不明瞭であるが、内外面ともに回転ナデ調整しているものと考えられる。口縁部は外

方に直線的に伸び、端部は尖り気味に仕上げている。3は郭で、内外面ともに回転ナデ調整している。

底部は欠損しているため不明である。口縁部の立ち上がりは、外反気味に伸び、端部は尖らせてい

る。4は青磁碗で、底部を厚く作り、高台畳付及び高台見込を露胎としている。

第 16図 1は常滑系陶器甕で、肩部のみが残存する。内外面ともにナデ調整しており、外面には押

印文を残す。肩部が発達したタイプのものである。2は外面に格子タタキの残る甕片で、内面はナ

デ調整している。格子は3～ 4nlm程度の方形で構成されており、胎土は軟質のものである。

<SK 76>(第 8、 17図 )

B5Grで検出された土娠 (SK 76)で、検出された範囲内では深さ10cmを測る。土師質土器片と

須恵器皿が出土している。

第 17図 1は土師質土器杯である。内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部には高台を施している。

2は須恵器皿で、内面はナデ調整及び回転ナデ調整を施し、底部には回転糸切痕及びヘラ状工具痕を

数条残す。口縁部は外方に直線的に立ち上がり、端部を丸く仕上げている。

<SD 30>(第 18～ 19図 )

試掘 トレンチ出土遺物
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下

東西 3.20m以上、南北 6.24m以上を測

る溝状遺構で、底部に小溝を作 り、壁の

立ち上が りは東側で緩やかに上がってい

く。遺物は弥生土器のみが出土 している。

SD 29に繋がる可能性がある。

第19図 1～ 3は弥生土器である。1は壺

で、全体的に風化が著 しいが、体部外面

の一部にハケロを残す。口縁部はナデ調

整し、立ち上が りは外方に直線的に伸び

る。2～ 3は甕である。2は底部で、内面

をナデ調整し、外面をヘラミガキ調整 し

ている。立ち上が りは外方に直線的に伸

びる。3は 口縁部から肩部にかけての破

片で、口縁部の内外面をナデ調整してい

る。口縁部の立ち上が りは、外方に直線

的に伸びた後、内側に屈曲する。端部は

尖らせている。

<SD 20、 P120、 P l16>(第 8、 20図 )

長さ3.8m以上、幅約 0.4m、 深さ約 0.3

mを測る溝状遺構で、出土遺物から 13世

紀以降の遺構と考えられる。

第 20図 1～ 2は高台を有するタイプの

土師質土器郭である。1は内外面ともに

回転ナデ調整 している。立ち上がりは外

方に直線的に伸びる。後付けの高台は内

湾気味に伸び、端部を尖らせている。2は

後付けの高台が外反気味に伸び、端部を

尖 り気味に仕上げている。3は在地の指

鉢で、内面見込に橋目を残す。内面見込

周辺は使用のためか激しく摩耗している。

立ち上が りは外方に直線的に伸びる。4

は土錘である。直径 511al程度の穿孔を施

し、外面はヘラミガキ調整をしている。

2,3イよSD 20、 11よ P120、 4は P l16の遺

物である。

<SD 01>(第 8～ 9、 21～ 22図 )

土器溜
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第 9図 遺橋平面図 2(S=1/120)



長 さ25.Om以 上、幅約

0.4m、 深さ約 0。 lmを測る

溝状遺構で、多量の礫が混

入していることから、暗渠

排水だったものと考えられ

る。出土遺物から近世以降

の遺構と考えられる。

第 21図 1～ 4は土師質土

器不である。1は内外面と

もに回転ナデ調整し、底部

には静止糸切痕を残す。底

部と器壁の界線がシャープ

である。口縁部の立ち上が

りは、外方に直線的に伸び、

端部を尖り気味に仕上げて

いる。2は内面ナデ、外面

回転ナデ調整を施す。底部

には回転糸切痕を残す。立

ち上がりは内湾気味に立ち

上がる。3は内タト面ともに

回転ナデ調整し、底部には

回転糸切痕を残す。立ち上

がりは外方に直線的に伸び

る。4は内外面ともに回転

ナデ調整している。口縁部

の立ち上がりは、外方に直

線的に伸び、端部を尖らせ

ている。5は青磁碗である。

底部は厚めに作られ、高台

見込は釉ハギしている。内

面見込にはスタンプ文を施

している。龍泉窯系碗E類

の遺物と考えられる。6は

奎器系陶器甕で、内外面と

0                      6m

第 10図 遺橋平面図 3(S=1/120)

9 ｌ
Д
＊
―
市

③

評
Q

σ

晏

Ｊ９

④°

④

O  ①
９
０

＋
Ｌ

＋

Ｌ

十

日

Ю
め
隣

○

もにナデ調整している。口縁部の立ち上がりは、外反した後、端部を肥厚させて上下に突出させて

いる。7～ 11は備前焼である。7～ 10は橋鉢で、内外面ナデ調整を施している。7は注目で、口縁
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る。8は内面に一単位 9条の情目を残す。胎上が須恵質で、やや古い様相がある。9～ 10は内面に

一単位 10条の指目を残す。10は内面見込には悟目を施していない。使用頻度が高かったのか悟目

の摩耗が著しい。口縁部は外方に直線的に立ち上がる。11は甕である。口縁部内外面をナデ調整し、
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「

…

丸 く折 り曲げ玉縁状に仕上げている。12～

13は在地の情鉢で、内外面ナデ調整を施 し

ている。12は内面に数条の情目を残す。口

縁部は外反気味に立ち上がる。13は内面に

不均等な間隔の指目を残す。14は瓦質奈良

火鉢の浅鉢で、内外面ナデ調整を施し、外面

には菊花文と2条の沈線によつて区画され

た珠文帯が残る。口縁部は内側に内湾 しな

がら立ち上が り、端部では平坦面を作る。

15は土製支脚の裾部である。欠損部が多 く

穿孔の有無は不明である。16～ 17は土錘で

ある。16は風化のため外面の調整は不明で

ある。直径 5mm程度の穿孔を施 している。

17は直径 4mm程度の穿孔を施し、外面はヘ

ラミガキ調整 している。18は須恵器郭で、

内外面ともに回転ナデを施 し、底部に回転

糸切痕を残す。立ち上が りは外方に直線的

に伸びる。19は平瓦もしくは在地の甕の破

片である。外面に格子タタキが残る。20～

21は肥前系陶器で、内外面施釉し、高台周辺

を露胎としている。20は胎土目積焼成され

たものである。高台は削 り出しで、三日月

高台としている。21は 内面見込みに蛇ノロ

ハギを施し、高台は削り出しで、三日月高台

としている。口縁部は内湾 しながら立ち上

が り、端部は尖 り気味に仕上げている。22

～ 23は肥前系染付である。22は皿で、内外

面に染付を施す。立ち上が りは内湾 しなが

ら立ち上がる。23は碗で、外面に染付を施

し、内外面ともに貫入が入る。立ち上が り

は内湾 しながら立ち上がる。24は 陶胎染付

坑で、外面には染付を施し、内外面ともに貫

入が入る。高台見込は高台外狽1よ り深 く繰

り込み、高台畳付を露胎としている。

第 22図 1は橋鉢で、内外面を回転ナデ調

整、外面下部を回転ヘラ削り調整し、内面に

◎+ 。
N10

0                      6m

第 12図 遺構平面図 5(S=1/120)
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は悟目を密に施すが、口縁部付近で一

部悟目を施していない。口縁部の立ち

上がりは、外方に屈曲した後、若干折

り返す。端部はタト側に折り曲げて肥厚

させている。2は都市型焙烙で、内外

面をナデ調整し、底部にはヘラ削り調

整を施す。日縁部はやや内側に直線的

に伸び、端部は丸く仕上げている。3

勢
デ
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寡
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第 15図 SE03出土遺物



は瓦質の九瓦で、凸面に

ナデ調整を施 し、凹面に

はコビキ痕及びヘラ状工

具痕が残る。凹面及び側

面に粘上の接合痕が残る。

<SD 17>(第 8、 23図 )

SD 01と 切 り合い関係に

ある遺構で、ほぼ同方向

に重なっていることから、

溝の大部分を欠損 してい

る。切 り合い関係からSD 01

遺構と考えられる。

より古い

第 23図 は、鈍状の鉄製品で、土圧の

ためか大きく湾曲している。柄側には

穿孔が施されている。

<SK 08>(第 24～ 25図 )

東西 0。66m、 南北 0.62m、 深 さ約

0。 7mを浪1る ピットで、床面に東西 25

cm、 南北 26cm、 厚さ 12cn4

の根石が置かれている。

出土遺物から13世紀の遺

構と考えられる。一方、

ピット検出面南隣には、

10cm程度の礫が集石され

ており、ピットとの関連 ―

性も考える必要がある。

第 25図 1～ 3は土師質

土器で、内外面ともに回

転ナデ調整を施している。

髄 m

第 16図 SK85出土遺物

第 17図 SK76出土遺物
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1は小皿で、口縁部は内湾気味に立ち上がり、端部を尖り気味に仕上げている。2～ 3は杯で、2は

底部に回転糸切痕を残す。立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。3は内面に回転ナデを施した後ナ

デている。底部は回転糸切を施した後板目を残す。口縁部の立ち上がりは、内湾しながら立ち上

がった後、端部内側を尖り気味に仕上げる。内外面にタールが付着しており、燈明具と考えられる。

4は在地のものと推定される土器片で、甕の一部と考えられる。内外面ともにナデ調整を施し、外面

には文様入りの格子タタキを施している。勝間田焼などの模倣と考えられる。5は在地の捏鉢で、

内面はハケロの後、ナデ調整、外面はハケロ調整を施し、口縁部付近はナデ消している。口縁部は内

湾しながら立ち上がり、端部には平坦面を作る。

<SE 02>(第 26～ 27図 )

縦板方形の井戸枠を持つ井戸で、縦板を支える横木は3重に施されている。井戸枠の規模は、外側

の横木外周で、東西 1.27m、 南北 0.47m以上を測るが、横木外側に縦板が残ることから、実際の規

模はこの大きさよリー回り大きくなるものと考えられる。出土遺物から14世紀後半から15世紀前

半の追構と考えられる。

第 27図 1～ 5は土師質土器で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。1は小型の不で、口縁部は内

湾気味に立ち上がり、端部を尖らせている。2は小皿の薄手のもので、底部に回転糸切痕が残る。日

縁部は内湾しながら立ち上がり、端部を丸く仕上げている。内面にタールが付着するため、灯明具

と考えられる。3～ 5は郭で、3～ 4は底部に回転糸切痕を残す。4は内面にタールが付着するため、

燈明皿と考えられる。口縁部は内湾しながら立ち上がる。5は底部に回転糸切痕を残す。立ち上が

りは内湾気味に立ち上がり、器壁と内面見込の界線は不明瞭である。6は奎器系陶器の頸部で、内外

面ともにナデ調整を施す。頸部内面には指頭圧痕が残る。7は備前焼甕で、口縁部の玉縁状の部分

の一部が出土している。乗岡氏の中世 3期から中世 4期の追物と考えられる。外面にナデ調整を施

している。8～ 10は在地土器である。8は内面はナデ調整した後悟目を施し、外面はハケロ調整の後

指頭圧痕を施す。立ち上がりは外方に直線的に立ち上がる。9は悟鉢で、内面にはナデ調整の後、数

条の悟目を施し、外面にはハケロの後、ナデ及び指頭圧痕を施す。立ち上がりは外方に直線的に伸

びる。10は土鍋で、内外面ともにハケロの後ナデを施す。口縁部の立ち上がりは外反するが、端部

は欠損している。

<SK 02、 SK 03>(第 28～ 29図 )

SK 02は東西 0.66m、 南北 0。74m、 深さ0.46mを 測る土墳で、土師質土器が 1点出上している。
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遺構の時期は、出土遺物と

SK 03と の切 り合い関係か

ら、SK 03よ り新しい時期

と考えられる。SK 03は東

西 1.34m以上、南北 1.16m、

深 さ0.39mを 測る。弥生

土器が出土している。

第 29図 1は土師質土器

杯で、内外面ともに回転ナ

デ調整し、底部には回転糸

切痕を残す。2～ 4は弥生

土器である。2～ 3は甕の

口縁部で、2は内外面ナデ

調整 している。口縁部の

立ち上がりは、外反しなが

ら立ち上がり、端部は肥厚

させ上下を尖 り気味に仕

上げている。端部には刻

目文を入れた後、2条の凹

線を入れている。3は内面

は調整不明であるが、外面

にはナデ調整を施 してい

る。口縁部の立ち上がりは、外反気味に立ち上が

り、端部は肥厚させ、上下を尖り気味に仕上げて、

3条の凹線を入れている。4は甕の底部で、内面

韓

/＼
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第 22図 SD01出土遺物 2
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第25図 SK08出土遺物

は調整不明であるが、外面にはヘラミガキ調整を施している。1はSK 02の 出土遺物、2～ 4は SK

03の出土遺物である。

<SD 13>(第 8、 30図 )

長さ 8。9m以上、幅約 0.4m、 深さ約 0.18mを 測る溝状遺構で、SD 12と切 り合い関係にある。切

り合い関係からSD 12よ り古い追構と考えられる。近世以降の陶器が出土している。

第 30図 1は陶器鉢で、外面施釉し、内面見込に砂粒が少量付着する。底部高台は削 り出し整形し

ており、高台見込を高台周辺より深 く狭つている。また高台周辺は釉ハギし、露胎を作つている。

<SD 12>(第 8図 )

長さ9.88m以上、幅約 0。4～ 0.5m、 深さ 0。24mを測る溝状遺構で、SD 13と の切 り合い関係から

SD 13よ り新しい遺構と考えられる。

<SD 08>(第 31～ 34図 )

長さ 5,73m以上、幅 2.99m、 深さ0.42mを 測る溝状遺構で、溝の主軸はN～ 89° ～Wを呈し、S

D15と 垂直関係にある。壁の立ち上がりは、SD 15よ りも緩やかで、南狽1にステップ状の平坦面が

残る。遺物は土師質土器、ltr捐、在地上器、瓦質土器、鉄製品など豊富で、土師質土器の時期から

遺構の時期は 13世紀と考えられる。しかしながら 15世紀以前とされる瓦質土器角形火鉢が遺構内

同層 2箇所から出土しており、この火鉢が 13世紀まで遡れるか検討の余地がある。

第 32図 1～ 11は土師質土器である。1～ 2は小皿で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部に

回転糸切痕を残す。1は口縁部の立ち上がりは内湾気味に立ち上がり、端部を丸く仕上げている。2

は口縁部の立ち上がりは内湾しながら立ち上がり、端部は尖 り気味に仕上げている。外面にタール

が付着しており、灯明皿と考えられる。3～ 11は郭で、3は内外面ともに回転ナデ調整を施し、底

部に回転糸切を施した後板目を残す。口縁部の立ち上がりは外方に直線的に立ち上がり、端部は尖

り気味に仕上げている。4は内外面ともに回転ナデ調整を施 し、内面は回転ナデ調整の後ナデてい

る。底部には回転糸切を施した後板目を残す。口縁部の立ち上がりは内湾しながら立ち上がり、端

部を尖り気味に仕上げている。5～ 11は内外面ともに回転ナデ調整し、底部には回転糸切痕を残す。

5は内湾しながら立ち上がり、端部を尖らせている。内面にタールが付着しており、灯明具と考えら

れる。6は口縁部の立ち上が りは中程の括れのところから内湾しながら立ち上がり、端部を丸 く仕

上



上げている。内タト面

にタールが付着して

おり、灯明具と考え

られる。7、 9は口縁

部の立ち上がりは中

程の括れのところか

ら内湾しながら立ち

上がり、端部を尖ら

せている。9は内面

にタールが付着して

おり、灯明具と考え

られる。8は 口縁部
第 26図 SE02遺構実測図 (S=1/60)

の立ち上がりは、中程の括れのところから内湾し、直立的に立ち上がる。端部は尖り気味に仕上げ

ている。10は口縁部の立ち上がりは、器壁中程の括れのところから内湾しながら立ち上がり、端部

で内側に巻き込んで尖らせている。内外面にタールが付着しており、灯明具と考えられる。11は口

縁部の立ち上がりは中程の括れのところから内湾しながら立ち上がり、端部で内側に巻き込んで尖り気味に

仕上げている。12は靖場で、内面には金属淳が付着する。緑青を吹いており銅滓と考えられる。

第 33図 1～ 4は在地土器である。1～ 2は捏鉢で、内外面ともにハケ調整した後、ナデ調整を施

している。口縁部の立ち上がりは外方に直線的で、端部をナデ調整し平坦面を作っている。3～ 4は

橋鉢で、3は内面は口縁部から体部にかけてハケロ調整を施し、体部にナデ調整を施した後悟目を入
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第 28図 SK02 SK03遺構実測図 (S=1/40)
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第29図 SK02・ SK03出土遺物

れている。口縁部の立ち上が りは外方に直線的で、口唇部で内側にやや屈曲す ＼

る。端部はナデ調整を施し平坦面を作っている。4は内外面ともにナデ調整を施

し、体部内面には橋目が残る。口縁部の立ち上がりは、外方に直線的に伸び、端

部はナデ調整を施して平坦面を作っている。5は瓦質の奈良火鉢で、角型のもの 第30図 SD13出土遺物

である。内面はナデ調整し、外面はナデ調整及びヘラミガキ調整した後菊花文を施している。口縁

部の立ち上がりは外方に直線的に伸び、端部を肥厚させて平坦面を作っている。6は瓦質土器の指

鉢で、内面はナデ調整した後悟目を施し、外面には粗いナデ調整を施す。口縁部は内湾気味に立ち

上がる。7は砥石で、3面を使用面としていたと考えられる。

第 34図 1～ 11は鉄製品である。1～ 10は鉄釘で、断面方形の角釘である。釘頭の形態は 1～ 2、

5、 8がL字形、4、 6がT字型、3は不明で、7、 9～ 10は釘頭が欠損している。11は刀子または鉄

刀の残片で、片側に刃が作られている。

<SD 07、 SD 09、 SD 10>(第 9、 35図 )

3条 ともにトレンチ状を呈す。SD 07は長さ4.Om、 幅約 0,4m、 深さ約 0.15m、 SD 09は長さ3,7

m、 幅約 0.4m、 深さ約 0.25m、 SD 10は長さ3.71m、 幅約 0.4m、 深さ約 0。 15mを 測る。それぞれ

から少量の上師質土器が出土しており、近世以降の遺物を混入していないが、付近では最近まで長

Ｅ
ｏ
ｏ
ｒ
＝
ｗ
コ

Ｆ
＝
ム

〇
〇
ヨ

ω

●
�
瀾
い
ト

ド
犀
甜
い
ト

∵
滸
蕊
い
０
周
肝

（部
前
耐
肝
前
＞
）

■
耕
蕊
い
ト

甲
迅
前
い
肝

Ｐ
轟
耕
前
耐
肝

ド
齢
耐
肝

Ｐ
昌
蔚
い
肝

（き
Ｅ
首
小
前
＞
）

｝
罰
前
ぼ
昨

ユ９
糾
甜
耐
肝

0        5 cm

-



「

芋畑が盛んに作られていたため、長芋畑

の名残である可能性もある。

第 35図 1～ 5は土師質土器で、1～ 3、

5は杯である。1は内外面ともに回転ナデ

を施す。口縁部は内湾気味に立ち上がり、

端部をやや肥厚させ尖 り気味に仕上げる。

2は内面は回転ナデの後ナデを施し、外面

には回転ナデ調整を施す。底部には回転

糸切痕が残る。立ち上がりは内湾気味に

立ち上がる。3、 5は内外面ともに回転ナ

デ調整を施 し、底部には回転糸切痕を残

す。3は立ち上が りは内湾気味に立ち上

がる。内面にタールが付着 しており、灯

明具と考えられる。5は立ち上が りは外

方に直線的に伸びる。4は小皿で、内外面

ともに回転ナデ調整を施 し、底部に回転

糸切痕を残す。口縁部の立ち上が りは外

方に直線的に伸び、端部は肥厚させて尖

り気味に仕上げている。1～ 2は SD 09、

3は SD 10、 4～ 5は SD 07の 出土遺物で

ある。

<土器溜>(第 9～ 10、 36図 )

長さ7.6m以上、幅 4。2m以上、深さ0.“

m以上を測る土器溜で、埋上に包含層④

層が堆積していた。

第 36図 1～ 5は土師質土器である。

1は小皿で、内外面ともに回転ナデを施し、

底部には回転糸切痕が残る。口縁部の立

ち上がりは内湾気味に立ち上が り、端部

を丸 く仕上げる。底部と器壁の境界に括

れを作る。2～ 5は杯である。2～ 3は内

外面回転ナデ調整を施 し、底部に回転糸

切痕を残す。2は立ち上が りは内湾気味

に立ち上がる。3は器壁中程で外側に屈

曲し直線的に伸びる。4は 内外面回転ナ

デ調整を施す。口縁部の立ち上が りは、

4褐灰色土 (第 4層 )
(黄褐色土混入) 5暗 掲色土

6掲灰色土

1明褐色土
2明褐色土

L=112m 3明 褐色土
a

0L=102m
b b′

図 SD08遺構実測図 (S=1/40)
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第36図 土器溜出土遺物

内湾気味に立ち上がり、端部は九く仕上げる。5は内面は回転ナデ調整の後ナデを施し、外面は回転

ナデ調整を施す。底部には回転糸切痕を残す。立ち上がりは外方に直線的に伸びる。6は白磁碗の

口縁部で、内外面施釉している。口縁部の立ち上がりは、内湾気味に立ち上がった後、やや肥厚させ

た端部を外方に屈曲させている。7は土錘で、外面をヘラミガキ調整し赤彩している。径 4.5～ 5。5

mmの精円状の穿孔をしている。

<SA 02>(第 37～ 38図 )

柱間約 1.8m、 3間の柵列で、主軸はN～ 5° ～Eを呈す。SB 01と 重複していることから、SB 01

とは時期差があるものと考えられる。

第38図 1～ 3は土師質土器である。lは小皿で、内面は回転ナデ調整の後ナデを施し、外面は回転ナデ

調整を施す。底部には回転糸切痕の後板目を残す。2～ 3は杯で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部

に回転糸切痕を残す。2は内湾気味に立ち上がり、3は外方に直線的に立ち上がる。4は外面をヘラミガキ調

整し、直径5mm程度の穿孔を施す。51よ製塩土器で、内面にナデ調整及び指頭圧痕、外面に指頭圧痕を

施す。口縁部の立ち上がり1よ、口唇部の屈曲部から外方に直線的に伸び、端部は尖り気味に仕上げる。

<SB Ol>(第 37、 39図 )

2× 2間以上の総柱部分と2× 4間以上の側柱建物跡が結合した状態で検出されており、寺の本堂

になると考えられる。総柱部分は本堂の内陣と考えられる部分で、東端のピット1穴の床面に平石

一
勉テ
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0                     1 0cm
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た位置に地鎮のための石を埋設す 第硝図 P44出土勘

る例があり、この遺構もその可能性を考える必要

がある。内陣の両側には脇陣があると推定された

が検出できなかった。側柱部分は、この脇陣と内

陣に対応して南側に伸びるものと考えられ、本堂の外陣にあたる部分と考えられる。建物の軸は南

北でN～ l° ～E、 東西でN～ 89° ～Wで、SD 15及びSD 08の軸との平行関係で一致する。遺物の

時期と建物の平行関係から13世紀の遺構と考えられる。

第 39図 1～ 4、 9～ 10は土師質土器で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。1は小皿、2～ 4、 9

～10はイで、このうち2～ 3、 9は赤彩土器である。1は底部に糸切痕が残る。2は内面に赤彩を施

す。底部の調整は不明で、立ち上がりは外反気味に立ち上がる。3、 9は内外面に赤彩を施す。3は 口

縁部の立ち上がりは内湾気味に立ち上がった後外傾する。9は口縁部の立ち上がりは外方に直線的

に立ち上がり、端部を肥厚させ丸く仕上げている。4は口縁部の立ち上がりは、内湾気味に立ち上

がった後外反させ、端部は丸く仕上げている。10は底部に回転糸切痕を残す。日縁部の立ち上がり

は、器壁中程で外方に屈曲し直線的に伸び、端部は尖り気味に仕上げている。内面に少量の漆が付

着している。5は土師器甕で、内面は口縁部から顎部にハケ調整を施し、体部にヘラ削り調整を施す。

外面は口縁部にナデ調整を施し、顎部にハケ調整を施す。口縁部の立ち上がりは外反しながら立ち

第 38図 SA02出土遺物
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上がり、端部を平坦気味に仕上げている。6～ 8は製塩土器である。6は内面にナデ調整、外面に指

頭圧痕を施す。口縁部の立ち上がりは口唇部で内傾し、端部は九く仕上げている。7は内面にナデ

調整、外面に粗いナデ調整を施す。口縁部の立ち上がりは、外形気味に立ち上がり、端部は肥厚させ

尖り気味に仕上げている。8は内外面に指頭圧痕を施す。口縁部は内湾気味に立ち上がり、端部を

平坦気味に仕上げている。11は須恵器イで、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部に回転糸切痕

を残す。1～ 8は内陣の出土遺物、9～ 11は外陣の出土遺物である。

<P44>(第 10、 40図 )
土錘の破片が 1点出土している。周辺は土錘の出土率がやや高い。SB 01と 重複していることか

ら、SB 01と は時期差があるものと考えられる。

第 40図 は土錘で、外面にヘラミガキを施す。直径 5mm程度の穿了しを施している。

<SB 02>(第 37、 41図 )

4× 1間以上の建物跡で、建物の軸は南北でN～ 4° ～E、 東西でN～ 86° ～Wで、SA 02の軸と

平行関係で一致する。

第41図 1は土師質土器郭で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部に回転糸切痕を残す。立ち上がりは

外方に直線的に立ち上がる。2は須恵器邦で、内面は回転ナデ調整を施した後ナデを施し、外面は回転ナデ

を施している。底部は回転ヘラ切りを施した後高台を接合している。立ち上がリイよ外方に直線的に立ち上がる。

<SK 38>(第 42～ 43図 )

長さ8.lm、 幅 3.34m、 深さ0.5mの南北縦長の上娠で、瓦質土器風炉等が出土している。

第 43図 1～ 4は土師質土器イで、1は内面は回転ナデ調整を施した後ナデを施し、外面は回転ナ

デを施している。底部に回転糸切痕を残す。口縁部の立ち上がりは、器壁中程で括れ内湾気味に立

ち上がる。端部は尖り気味に仕上げている。2は内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部に回転糸

切痕を残す。底部に少量の朱が付着する。口縁部の立ち上がりは外反気味に立ち上がり、端部を尖

り気味に仕上げている。3は内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部に回転糸切痕を残す。立ち上

がりは内湾気味に立ち上がる。4は内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部には高台を貼り付けて

回転ナデ調整している。内面に少量のタールが付着しており、灯明具の可能性がある。立ち上がり

は内湾気味に立ち上がる。5は在地上器捏鉢で、内面にナデ調整、外面は底部周辺でナデ調整、体部
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第43図 SK38出土遺物

でハケロ調整を施している。立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。6は瓦質土器風炉である。内面

に粗いナデ調整、外面にナデ調整及びヘラミガキ調整を施し、2条の貼付突帯の間に珠文を貼付して

いる。貼付突帯の上部には透かしの一部が残り、下部には紅葉のスタンプ文が施されている。7～ 8

は須恵器である。7は高郭で、内面は回転ナデ調整の後ナデ調整し、外面は回転ナデ調整を施してい

る。立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。脚部は3方向に三角透かしを施し、透かしの下に1条の沈

線を残す。8は郭身で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。日縁部のかえりは反り上がるように立

ち上がり、端部は尖らせている。

<SE 01>(第 44～ 45図 )

井戸枠は残存状況が悪いものの、元位置の井戸枠と杭から復元すると、方形状の井戸枠になるも

のと考えられる。上面は後世の撹乱により削平されているが、堀方は現状で東西 2.9m、 南北 2.2m

を測る。壁の立ち上がりは、北側で外反しながら立ち上がり、南側で外反気味に立ち上がる。遺物

から13～ 14世紀の遺構と考えられる。

第 45図 1～ 8は土師質土器で、1～ 3、 5～ 8は内外面ともに回転ナデ調整を施す。lは小皿で、

口縁部は内湾しながら立ち上がり、端部は丸く仕上げている。2～ 8は杯である。2は内外面に朱を

施した後、外面に墨書を施す。口縁部は外反気味に立ち上がり、端部を丸く仕上げる。3は外方に直

線的に立ち上がる。底部を強調して作っており、器壁と内面見込の界線は明確でない。4は内面に

回転ナデ調整を施した後ナデを施し、外面には回転ナデ調整を施す。底部には静止糸切痕が残る。

立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。5は底部に回転糸切痕、内面見込にヘラ状工具痕を残す。立

ち上がりは外方に直線的に立ち上がる。6は底部に高台を後付し、ナデ調整している。7は底部に高
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台を作り、高台見込には回転ヘラ削り調整を施す。内外面にタールが付着しており、灯明具と考え

られる。立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。8は底部に回転糸切を施した後高台を後付し、回転

ナデ調整を施している。内面には少量の朱が付着している。立ち上がりは外方に直線的に立ち上が

る。9は製塩土器で、内面はナデ調整の後、指頭圧痕を施し、外面には指頭圧痕を施す。口縁部の立

ち上がりは、外方に直線的に立ち上がり、端部は丸く仕上げる。10は須恵器盤で、内外面ともに回

転ナデ調整を施し、底部には高台を後付けして、ナデ調整している。立ち上がりは内湾気味に立ち

上がる。11は土錘で、外面にはヘラミガキ調整を施す。径 5.0～ 5.5mmの穿了しを施す。

<SK 41>(第 46～ 47図 )

第 46図 SK41遺構実測図 (S=1/20)
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備前焼の大甕を埋設していたと考えられる土墳

で、上面は後世の撹乱により削平されている。堀

方は現状で東西 0.76m、 南北 0,74m、 深さ0.43m

の平面隅丸五角形状を呈す。埋土中には同一個体

の備前焼甕片が大量に混入しており、床面には底

部片が元位置で残存していた。大甕の時期から15

世紀後半の遺構と考えられる。

第 47図は備前焼の甕で、内外面ともにナデ調整

を施し、肩部にヘラ描きの窯印を残す。日縁部は

直立的に立ち上がり、玉縁状の口縁を作る。端部

は平坦気味に仕上げている。乗岡氏の編年の中世

5期に相当する遺物と考えられる。

<SK 09>(第 48～ 51図 )

多量の遺物を含む土壊で、上面は後世の撹乱により

削平されているが、現状で東西 1.56m、 南北 1.36m以

0               20cm

第 4フ 図 SK41出土遺物
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第48図 SK09遺橋実測図 (S=1/40)
上、深さ0.72mを 測る。床面は中央に向かって壇状に落ち込み、壁は西側で袋状に、東根1で内湾気

味に立ち上がる。遺物の時期から13世紀の遺構と考えられる。

第49図 1～ 21は土師質土器で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部には回転糸切痕を残す。1

～16は小皿である。1～ 3、 6、 11～ 13、 15～ 16は 口縁部の立ち上がりは、内湾気味に立ち上がる。

1は端部を平坦気味に、2は端部を尖り気味に、3は端部を尖らせている。3は口縁部内面にタール

が付着しており灯明具と考えられる。6は端部をやや肥厚させ丸く仕上げている。11は端部を尖り

気味に、13は端部を丸めに、12、 15、 16は端部を丸く仕上げている。12は内面見込にヘラ状工具痕

を残す。15は外面にタールが付着しており灯明具と考えられる。4は口縁部の立ち上がりは、内湾

しながら立ち上がり、端部を尖らせている。内外面にタールが付着しており灯明具と考えられる。5、

7～ 10、 14は 口縁部の立ち上がりは、外方に直線的に立ち上がる。5、 7、 9は端部を尖り気味に仕

上げている。5は内面にタールが付着しており灯明具と考えられる。8は端部をやや肥厚させ丸く仕

上げている。10は端部を丸めに仕上げ、14は端部を丸く仕上げている。17～ 21は杯である。17～

18は 口縁部の立ち上がりは、器壁中程の括れのところから内湾しながら立ち上がり、端部を尖り気

味に仕上げている。18は内外面にタールが付着しており灯明具と考えられる。19は 口縁部の立ち上

がりは、器壁中程周辺から内湾気味に立ち上がり、端部は丸く仕上げている。20は 口縁部の立ち上

がりは、器壁中程の括れのところから内湾気味に立ち上がり、端部は尖り気味に仕上げている。内

面にタールが付着しており灯明具と考えられる。21は立ち上がりは外方に直線的に伸びる。

第 50図 1～ 9は土師質土器必である。1～ 2、 4は内外面回転ナデ調整を施し、底部には回転糸切

痕を残す。口縁部の立ち上がりは、器壁中程の括れのところから内湾気味に立ち上がり、端部は尖

り気味に仕上げている。4は内面にタールが少量付着しており、灯明具の可能性がある。3は内外面

回転ナデ調整を施し、底部は回転糸切の後板目を残す。口縁部の立ち上がりは、内湾しながら立ち

上がり、端部は九く仕上げる。内面にタールが付着しており、灯明具と考えられる。5～ 6は内面は
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第50図 SK09出土遺物2

回転ナデ調整の後ナデを施し、外面は回転ナデ調整している。底部には回転糸切痕を残す。口縁部

の立ち上がりは、5は器壁やや下方の括れのところから内湾しながら、6は内湾気味に立ち上がる。

端部は丸めに仕上げている。5は内面にタールが付着しており、灯明具と考えられる。7～ 9は内外

面回転ナデ調整を施し、底部には回転糸切痕を残す。7は口縁部の立ち上がりは、器壁やや下方の括

れのところから内湾気味に立ち上がり、端部を尖り気味に仕上げている。8～ 9は口縁部の立ち上が



りは、外方に直線的に伸び、8は端部を尖り気味に、9は端部を丸

めに仕上げている。10は陶器情鉢で、内外面ともに回転ナデ調整

を施し、内面には一単位 8条の指目を施す。立ち上がりは外方に

直線的に立ち上がる。上面撹乱土からの混入遺物である可能性も

ある。11は須恵器皿で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部に

は回転糸切痕を残す。立ち上がり1よ外方に直線的に立ち上がる。

第 51図は鉄釘で、釘頭がL字形のものである。

<SK 93>(第 11、 52図 )

東西 2.08m、 南北 0.96m以上の上媛で、遺物の時期から13世紀の遺構と考えられる。

第 52図 1～ 10は土師質土器杯である。1～ 2は内面は回転ナデ調整を施した後ナデを施し、外面

は回転ナデ調整を施す。1は底部には回転糸切の後板目を残す。口縁部の立ち上がりは、外方に直

0         5cm
l一

第 51図 SK09出土遺物 3
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線的に立ち上がり、端部を尖り気味に仕上げる。2は底部には回転糸切の後ナデを施す。口縁部の

立ち上がりは、外方に直線的に立ち上がり、端部で内側に屈曲し尖り気味に仕上げる。3は内外面と

もに回転ナデ調整を施す。日縁部は外方に直線的に立ち上がりやや肥厚させる。端部は丸く仕上げ

ている。4は内面に回転ナデ調整を施し、外面には回転ナデ調整の後一部にハケロを施す。底部に

は回転糸切痕を残す。口縁部の立ち上がりは、内湾気味に立ち上がり、日唇部で内側に屈曲する。

端部は九く仕上げている。5は内面は回転ナデ調整を施した後ナデを施し、外面は回転ナデ調整を

施す。底部には回転糸切痕を残す。口縁部の立ち上がりは、器壁中程の括れのところから内湾しな

がら立ち上がり、端部は尖り気味に仕上げている。6～ 10は内外面ともに回転ナデ調整を施す。6は

底部に回転糸切痕を残す。立ち上がりは外反気味に立ち上がる。7～ 9は底部に静止糸切痕を残す。

7は外面に赤彩を施す。8は内湾気味に立ち上がり、9は内湾しながら立ち上がる。10は底部に回転

糸切を施した後、高台を後付している。11は須恵器瓶または鉢の底部で、内外面ともに回転ナデ調

整を施し、底部に回転糸切を施した後、

高台を後付 している。立ち上がりは内

湾気味に立ち上がる。

<SX粥 >(第 11、 53図 )

上面は後世の撹乱により削平されて

いるが、現状で平面プランは東西 3.4

m、 南北 3.05m以上を測る。遺構の時

期は出土遺物から 13世紀と考えられ

る。

第 53図 1～ 4は土師質土器杯で、内

外面ともに回転ナデ調整を施す。 1、 3

は底部に回転糸切痕を残す。1は口縁 ＼

部は器壁中程の括れのところから内湾

しながら立ち上がり、口縁都内側を強

くナデている。端部は尖らせている。

3は口縁部の立ち上がりは、口唇部で

内側に屈曲させている。2、 4は底部に

回転糸切を施 した後板目を残す。2は

口縁部の立ち上がりは、器壁中程の括

れのところから内湾しながら立ち上が

り、端部を尖 り気味に仕上げている。

4は外方に直線的に立ち上がる。5は
第 53図 SX03出土遺物

須恵器杯で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部に高台を貼付 している。

<SK 96>(第 11、 54図 )

東西 0。7m、 南北 0。46m、 深さ約 0。3mを測る土墳で、遺構内上層から須恵器蓋不の一括遺物を確
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第54図 SK96出上遺物

認している。遺物の時期から6世紀後半頃の遺構と考えられる。

第 54図 1～ 4は須恵器蓋郭である。11よ蓋で、内外面ともに回転ナデ調整を施すが、天丼部は内

面にナデ調整、外面に回転ヘラ削り調整を施す。外面には自然釉が付着する。口縁部は内湾しなが

ら立ち上がり、外面に 1条の稜線をナデ出している。口縁部内面には 1条の沈線を施し、端部は丸

く仕上げている。2～ 4は杯身である。2は 1と セツト関係にあると考えられる遺物で、内外面とも

に回転ナデ調整を施す。外面には自然釉が付着する。口縁部の立

ち上がりは、内湾気味に立ち上がり、かえりで徐々に直立気味とな

る。端部は尖り気味に仕上げている。3～ 4は内外面ともに回転ナ

デ調整を施し、内面見込にナデ調整を施す。3は口縁部の立ち上が

りは、内湾しながら立ち上がり、かえりで徐々に直立気味となる。

端部は九く仕上げている。底部外面に自然釉が多量に付着してい

る。4は底部外面に回転ヘラ切りを施す。口縁部の立ち上がりは、

内湾気味に立ち上がり、かえりは内側に直線的に伸びる。端部は尖

らせている。

<SX飩 >(第 11、 55図 )

東西 1.79m、 南北 2.23mを 測る土墳で、遺構内から13世紀の上

師質土器が出上している。

第 55図は土師質土器杯で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底

部に回転糸切痕を残す。口縁部は器壁中程の括れのところから内

湾気味に立ち上がり、端部を丸く仕上げている。
o        5cm
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第 56図 SK103出土遺物
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第 55図 SX04出土遺物
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<SK 103>(第 11、 56図 )

東西 0.41m、 南北 0.61m、 深さ約 0.4mの上壊で、平

面プランは南北に長くなっている。少量の上師質土器片

が出土している。

第 56図 は土師質土器杯で、内外面ともに回転ナデ調整

を施す。口縁部の立ち上がりは、器壁中程の括れのとこ

ろから内湾気味に立ち上がる。端部は丸く仕上げている。

<SK 159>(第 11、 57図 )

東西 1.71m、 南北 2.06m、 深さ約 0.25mを 測る土媛で

ある。少量の土師質土器片が

出土している。

第 57図 1～ 2は、土師質土

器郭で、内外面ともに回転ナ

デ調整を施し、立ち上がりは

外方に直線的に伸びる。2は

底部に高台を貼付 している。

<SK 161>(第 11、 58図 )

東西 0。89m、 南北0.52m以

上、深さ約0.25mを測る土媛で

第 57図 SK159出土遺物

0                  1 0cm

出土遺物
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第 58図 SK161

ある。土師質土器及び瓦質土器が少量

出上している。

第 58図 1～ 2は土師質土器で、内外 、

面ともに回転ナデ調整を施す。11ま小

皿で、口縁部は外方に直線的に立ち上

がり、端部を丸く仕上げる。21よ杯で、底

部に回転糸切を施した後板目を残す。立

餞  m
59図 SK163出土遺物第

ち上がりは内湾しながら立ち上がる。3は瓦質土器火鉢で、内面及び底部にナデ調整を施すが、外面は風

化が著しく調整不明である。底部に脚部を後付している。立ち上がりは外方に直線的に伸びる。

<SK 163>(第 11、 59図 )

東西0,74m、 南北0,63m、 深さ約0.15mを測る土壊である。土師質土器及び須恵器が少量出土している。

第 59図 1～ 2は土師質土器郭で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。lは底部は風化が著しいも

のの板目の痕跡が残る。立ち上がりは外方に直線的に伸びる。2は底部に回転糸切痕を残す。3は須

恵器杯で、内外面ともに回転ナデを施す。口縁部は内湾しながら立ち上がり、端部を九く仕上げている。

<鍛冶炉 1>(第 60～ 61図 )

東西 0,74m、 南北 1.01m、 深さ0.35mを 測る土墳である。周辺からは鍛造薄片が多数検出されて

おり、鍛冶炉と考えられる。遺構内から土師質土器片と在地の奈良火鉢が出土している。

ＩＬ



第 61図 1～ 4は土師質
 |、

土器で、内外面ともに回

転ナデ調整を施し、1～ 2、

4は底部に回転糸切痕が残

る。1は小皿で、口縁部は

内湾気味に立ち上が り、

端部を肥厚させて尖 り気

味に仕上げる。2～ 4は郭

である。2は内湾気味に立 S
ち上がる。        二十“
3は口縁部の立ち上がりは、

内湾しながら立ち上がり、

端部を尖 り気味に仕上げ

ている。4は口縁部の立ち上がりは、口唇部でタト側に屈曲する。5は在地土器火鉢で、内面は器壁に

ナデ調整を、見込にハケロ調整を施す。外面は器壁にハケロ調整の後ナデ調整を施し、器壁と底部

の界線上部では、2条の強いナデ調整を施している。底部には脚を貼付し、ハケロ調整の後ヘラミガ

キ調整を施している。立ち上がりは外反気味に立ち上がる。

|｀

卜、    割   割
0                      2m

第 60図 鍛冶炉 1遺構実測図 (S=1/40)
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第61図 鍛冶炉 1出土遺物

<鍛冶炉 2>(第 62～ 63図 )

東西 0,7m、 南北 0。79m、 深さ0.33mを 測る土娠である。周辺からは鍛造薄片が多数検出されて

おり、鍛冶炉と考えられる。遺構内から土師質土器片と円筒埴輪片が出土している。

第 63図 1～ 2は土師質土器杯で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。1は立ち上がりは内湾しな

がら立ち上がる。2は底部に回転糸切痕が残 り、内面見込にはタールが付着している可能性がある。

立ち上がりは口唇部でタト狽1に屈曲する。3は円筒埴輪で、透かし及びタガが残る。
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<SD 28>(第 11、 64

長さ2.lm以上、幅

約 0.4mを 測る溝状

遣構である。少量の

上師質土器片が出土

している。

第 64図 は土師質

土器杯である。風化
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劇
が著 しいが、内外面 0 lm

には回転リ
エ
デ調整を

施していると考えら,第
62図 鍛治炉2遺構実測図(S=1/イ40)

/Lる 。

<SD 29>(第 65～ 67図 )

第 63図 鍛冶炉 2出土遺物
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長さ6.22m以上、幅 5.52m以上、深さ 1.62m以上を測る自

然河道で、西側の壁は緩やかに立ち上がる。埋土は黒色系粘

土と灰色系粘土または砂質土が互層となっており、堆積土に

よる河道規模縮小の過程で、岸辺が湿地となった面が残る。

西岸のこの面からは200以上の小ピットを検出した。その大

半は岸辺に生息した植物の痕跡と考えられるが、杭跡も含ま

第 64図 SD28出土遺物

れており護岸していた可能性もある。河道からは埋上の最下層から松本岩雄氏の弥生土器編年のV

契 の甕片が出上しており、遺物と溝の方向からSD 30と 一連の河道である可能性がある。

第 67図 1～ 12は弥生土器である。lは把手付短顎壷で、立ち上がりは内側に内湾しながら立ち上

がる。2～ 11は甕である。2は口縁部から頸部の内面にハケロ調整、外面にナデ調整を施し、体部

は内面にヘラ削 り調整、外面にハケロ

調整を施す。口縁部の立ち上がりは外

方に直線的に立ち上がり、端部を丸 く

仕上げる。外面にススが付着する。3

は口縁部から顎部の内外面及び体部外

面にナデ調整を施し、体部内面にヘラ

削り調整を施す。口縁部の立ち上がり

は、外方に直線的に立ち上がり、端部

を内側に丸 く仕上げている。4は口縁

部から頸部の内外面にナデ調整を施し、

体部内面にヘラ削り調整、外面にハケ

目調整を施す。頸部には貼付突帯が施

され、口縁部は外反気味に立ち上がり、

端部を上下に拡張させて、3条の凹線 第 65図 SD29遺構実測図 1



を施 している。5は

内外面ともにナデ調

整している。口縁部

は複合口縁を呈し、

端部は外傾させて丸

く仕上げる。外面に

ススが付着する。6

～ 7、 10～ 11は口縁

部から頸部内外面に

ナデ調整を施してい

る。6は 口縁部は内

湾気味に立ち上がり、

端部を上下に拡張さ

せて、2条の凹線を

施 している。7は体

部内面にヘラ削 り調

整を施す。口縁部は

内湾気味に立ち上が

り、端部を上部に拡

張させて、1条 の凹

線を施している。10は体部外面にハケロ調整を施してぃる。口縁部は外方に直線的に立ち上がり、

端部を上下に拡張させて、2条の凹線を施している。11は体部内外面にハケロ調整を施している。

口縁部は外反気味に立ち上がり、端部を上下に拡張させて、2条の凹線を施している。口縁部内外面

にススが付着している。8は口縁部は外反しながら立ち上がり、端部に平坦面を作る。9は口縁部か

ら頸部の内外面及び体部外面にハケロ調整を施した後、頸部内外面にナデ調整を施す。体部内面に

はヘラ削 り調整を施している。口縁部の立ち上がりは、外方に直線的に伸び、端部に平坦面を作る。

12は広口壷で、口縁部内外面及び顎部内面にナデ調整を施し、顎部外面にハケロ調整を施す。口縁

部は外反しながら立ち上がり、端部に 2条、口縁部内面に 3条の凹線を施す。頸部には突帯文を施

している。

<P255、 258、 259、 268、 359>(第 11、 68図 )

P255、 P259は L5Gr、 P258はK5Gr、 P268は L3Grで検出されたピットで、中世の遺構面か

らの掘 り込みである。一方、P368は K2Grで検出されたピットで、中世の遺構面とSD 29の 間の面

からの掘 り込みである。

第 68図 1～ 8は土師質土器で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。1～ 3、 5、 7～ 8は杯で、1

は底部に回転糸切を施した後板目を残す。2は立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。3、 7は口縁部

の立ち上が りは、内湾気味に立ち上が り口唇部で内湾する。端部は丸 く仕上げている。5は底部に

1黄掲色粘土
2褐色粘土
3暗褐色粘土
4灰褐色砂質土
5黒掲色粘土
6褐色礫層
7灰褐色砂質土 (礫多量に混入)
8褐色粘土 (地山粒子混入)

0                 21

9黄灰色砂質土 (礫混入)
10褐灰色土
11灰褐色砂質土 (礫混入)
12灰色砂質土 (礫混入)
13灰色砂質土

ヽ

第 66図 SD29遺構実測図 2(S=1/80)
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第68図  P255。 P258・ P268・ P2フ 5。 P2598-L遺物

高台を貼付し、ナデ調整または回転ナデ調整を施している。4、 6は小皿で、4は口縁部は内湾気味

に立ち上がり、端部を尖り気味に仕上げている。6は底部に回転糸切痕を残す。口縁部は外方に直

線的に立ち上がり、端部を肥厚させ尖り気味に仕上げている。1は P255、 2～ 3は P258、 4～ 5は

P259、 6は P268、 7は P275、 8はP359の 出土遺物である。

<SK 120、 139、 144>(第 11、 69図 )

SK 120は東西 1.04m以上、南北 0.76m、 深さ0.46mを 測る土壊、SK 139は東西 0.85m以上、南

北 0.28m以上、0。 14m以上を測る土媛、SK 144は東西 1.01m、 南北 0.61m、 深さ0.41mを 測る土

壊である。

第 69図 1、 3～ 4、 6は土師質土器で、1、 3～ 4は lThである。1、 3、 6は内外面ともに回転ナデ調

整を施し、3、 6は底部に回転糸切痕を残す。l、 3～ 4は不である。1は立ち上がりは外方に直線的

に立ち上がる。3は立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。4は底部周辺を強く回転ナデ調整し、底部

と=J帝 , 5

==‐='F7ァ≧≧≦堅蜜堅堅堅堅蛮 8

ヽ 7

0                       1 0cm

第 69図 SK120・ SK133・ SK144出土遺物

を強調している。6は杯または小皿の底部である。2は土錘で風化が著しいものの、外面にヘラミガ

キ調整を施している可能性がある。直径 4.5～ 5。5mmの穿子とを施している。5は須恵器杯で、内面に

回転ナデ調整の後ナデを施す。底部には高台を貼付 しナデ調整している。7は縄文土器で、口縁部・

肩部内外面及び頸部内面にナデ調整を施し、顎部外面にはヘラミガキ調整を施している。口縁部の

立ち上がりは外反しながら立ち上がり、端部は無文の突帯を貼付 して、尖 り気味に仕上げている。8

は弥生土器で、内外面にナデ調整を施す。口縁部は外反気味に立ち上がり、端部を上下にやや拡張

させ刻目文を施す。1～ 2は SK 120、 3～ 5は SK 139、 6～ 8は SK 144の 出土遺物である。



<SA Ol>(第 70図 )

5間以上の柵列で、柱間は1間約0,96

mを測る。柵列の方向はN～ 85° ～W

で、SB 02の東西軸とほぼ平行関係に

あり、SA 02の軸とは、ほぼ垂直関係

にある。これらの遺構は同時期に存在

していたものと考えられる。     _
3.包含層出土遺物

第 71図は第 1層の出土遺物である。1は土師質土器不で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底

部に回転糸切痕を残す。口縁部の立ち上がりは、器壁やや下方の括れのところから内湾気味に立ち

上がり、端部を尖り気味に仕上げている。2～ 3は瀬戸焼婉で、内面を施釉し、底部外面に露胎を作

る。2は天目茶婉で、高台は削り出し高台としている。3は灰釉陶器婉で、器壁下部に回転ヘラ削り

調整を施した後、高台周辺部に回転ナデ調整を施している。立ち上がりは外方に直線的に伸びる。4

は赤彩土器で全面を赤色塗彩する。内面はハケロ調整を施した後、見込端部にナデ調整を施し、外

面にはヘラミガキ調整を施す。口縁部の立ち上がりは、口唇部で外側にやや屈曲し、端部を丸く仕

上げている。5～ 7は須恵器である。5は鉢で内外面ともに回転ナデ調整を施す。口縁部は内湾気味

に立ち上がり、端部に平坦面を作る。6～ 7は口縁部内外面ともに回転ナデ調整を施し、内面見込に

ナデ調整を施す。6は杯身で、底部には回転ヘラ切り痕を残す。口縁部の立ち上がりは、外方に直線

的に立ち上がり、かえりは反り上がるように立ち上がる。端部は尖り気味に仕上げている。7は杯
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で、底部に静止糸切痕を残す。口縁部は内湾しながら立ち上がり、端部を外側に屈曲させ丸 く仕上

げている。8は土錘で、外面にヘラミガキ調整を施す。直径 3.5mm程度の穿孔を施している。

第 72～ 73図は第 2～ 3層の出土遺物である。1～ 5は土師質土器で、内外面ともに回転ナデ調整

を施す。1～ 2は小皿で、1は底部に回転糸切の後ヘラ状工具痕を残す。口縁部の立ち上がりは、内

湾気味に立ち上がり、端部を尖 り気味に仕上げる。2は底部に回転糸切痕を残す。口縁部の立ち上

がりは、外方に直線的に立ち上がり、端部をやや肥厚させて丸めに仕上げる。内面にタールが付着

している可能性がある。3～ 5はイで、3は底部に回転糸切痕を残す。口縁部は内湾しながら立ち上

がり、端部を尖 り気味に仕上げている。4は底部に高台を貼付 し、ナデ調整している。口縁部は内湾

しながら立ち上が り口唇部で外反する。端部は尖らせている。5は外面に鉄津が付着する。口縁部

は内湾気味に立ち上がり、端部を尖り気味に仕上げている。6は白磁四耳壷で、内外面ともに施釉し

ている。口縁部は外反しながら立ち上が り、端部で鋭角に折 り曲げ丸く仕上げている。威信財的な

遺物と考えられる。7は青磁碗で、内外面ともに施釉している。口縁部は直線的に立ち上がり、口唇

部から外反する。端部は丸く仕上げている。龍泉窯系碗D類の遺物である。8は備前焼悟鉢で、内外

面ともにナデ調整を施し、内面に悟目を施す。国縁部は外反気味に立ち上がり、端部上側を上方に

発達させ平坦気味な面を作っている。一方端部下側はシャープに仕上げている。乗岡氏の編年の中

世 5期 aの遺物と考えられる。9～ 10は瀬戸焼である。9は婉で、内外面ともに施釉するが、口縁部

外面の釉はかなり剥げ落ち、一部に漆が付着する。国縁部の立ち上がりは、外方に直線的に立ち上

がった後やや外反する。端部は丸 く仕上げている。10は卸皿で、内面に卸目を施し、底部には回転

糸切痕を残す。11は中国製と推定される茶入れである。内面には回転ナデ調整を施す。外面は施釉

するが、底部周辺を露胎としており、回転ナデ調整を確認できる。底部には回転糸切痕が残る。12

は青花で、内外面ともに施釉する。内外面に染付を施しており、このうち外面の染付は唐草文様に

なるものと考えられる。端部は尖 り気味に仕上げている。小野正敏氏の分類のF群の遺物と考えら

れる。13～ 14は縄文土器浅鉢と考えられる。13は 内面にヘラミガキ調整を施し、外面には磨消縄文

を施す。口縁部の立ち上がりは、内側に内湾するものと考えられる。端部には平坦面を作っている。

14は内面にヘラミガキ調整を施し、外面には貝殻条痕文を残す。15は弥生土器で、口縁部内外面及

び体部外面にヘラミガキ調整、体部内面にヘラ削 り調整を施す。口縁部は内湾気味に立ち上がり、

端部を丸めに仕上げている。16～ 17は土師器奏である。16は 口縁部及び頸部内外面にナデ調整を

施し、体部内面にヘラ削 り調整を施す。口縁部の立ち上がりは外反気味に立ち上がり、端部を平坦

気味に仕上げている。口縁部周辺にススが付着している。17は外面及び口縁部にハケロ調整を施し

た後、口縁部外面に指頭圧痕を施す。体部内面にはヘラ削 り調整を施す。口縁部は頸部から外反し

ながら立ち上がり、端部に平坦面を作っている。外面にススが付着する。18は須恵器蓋で、内外面

ともに回転ナデ調整を施すが、天丼部は内面にナデ調整、外面に回転ヘラ削 り調整を施した後ヘラ

記号「×Jを施す。肩部には粘土塊が付着する。口縁部は内湾しながら立ち上がり、外面に 1条の

稜線をナデ出している。口縁部内面には 1条の沈線を施し、端部は丸く仕上げている。19は須恵器

杯の口縁部で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。口縁部の立ち上がりは外方に直線的に伸び外傾

する。端部は九く仕上げている。20は京都系緑釉陶器で、内外面に緑釉が残る。内面見込には 1条
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第73図 第 2～ 3層出土遺物2

の沈線を施し、底部には削り出しの高台を施している。21は肥前系陶器である。内面見込は施釉し、

胎土目積みの痕跡を残す。底部には削 り出しの高台を施 し露胎としている。立ち上がりは内湾気味

に立ち上がる。22は肥前系染付広東碗である。内外面施釉 し染付を施す。立ち上がりは高台に対し

急角度で立ち上がる。

第 73図 1～ 4は土錘で、外面にヘラミガキ調整を施している。それぞれ3.5～ 5.5mm、 5mm、

4mm、 3.5mmの穿子しを施している。5は用途不明の粘土塊で、企画性のない 6面体を呈する。6は

砥石で、3面を砥面として使用している。7は鉄製品で、五徳である。内面には土師質土器片が付着

している。8は近世以降の白磁で、内外面ともに施釉するが、高台は露胎としている。高台は削 り出

し高台と考えられ、内面見込には蛇ノロ釉ハギを施す。立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。

第 74図は第 4層の出土遺物である。1～ 6は土師質土器で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、

底部には回転糸切痕を残す。1～ 4は小皿で、1は口縁部の立ち上がりは、外方に直線的に立ち上が

り、端部をやや肥厚させて丸めに仕上げる。2～ 4は口縁部にタールが付着し、灯明皿と考えられる。

2～ 3は口縁部の立ち上がりは、外方に直線的に立ち上がり、2は端部を丸 く仕上げ、3は端部を尖

り気味に仕上げている。4は口縁部の立ち上がりは内湾しながら立ち上がり、端部を尖らせている。

5～ 6は郭で、5は立ち上がりは外方に直線的に立ち上がる。6は口縁部の立ち上がりは、器壁中程

から内湾気味に立ち上が り、端部をやや肥厚させて尖 り気味に仕上げている。7は土師器低脚郭で

ある。内面にヘラミガキ調整を施し、底部に脚部を貼付 して、回転ナデ調整を施している。8は白磁

碗で、内外面ともに施釉 し高台畳付を釉ハギしている。立ち上がりは内湾しながら立ち上がる。小

野C群の遺物と考えられる。9は在地上器捏鉢で、内外面ともにハケロ調整を施し、口縁部外面及び

端部にナデ調整を施す。口縁部の立ち上がりは、口唇部から外方に直線的に伸び、端部に平坦面を

作っている。10～ 11は弥生土器である。10は壼で、口縁部及び頸部内外面にナデ調整、体部には

ハケロ調整を施す。外面底部周辺にはヘラミガキ調整が施されているようである。口縁部の立ち上



勒

鱗

Ⅷ

甥

一
　

　

７

∩
円
υ

＠

一

船
―――‐
凹

＠

一 -01:

@

―
□五
⑮

〇                  1 0cm

第フ4図 第4層出土遺物

がりは、外方に直線的に伸び端部に平坦面を施している。llは甕で、内面は体部にハケロ調整、底

部にナデ調整を施し、外面にはヘラミガキ調整を施す。立ち上がりは、外方に直線的に伸びる。底

部外面にススが付着する。12は製塩土器で、内面にナデ調整を施し、外面にはナデ調整の後指頭圧

痕を施す。口縁部の立ち上がりは、外方に直線的に伸び、端部を丸 く仕上げている。13～ 14は須恵

器である。13は甦で、内外面ともに回転ナデを施す。体部外面に 1条 と2条の沈線を施し、間に刺

突文を施す。体部には穿孔が施されている。14は杯で、内タト面ともに回転ナデ調整を施し、内面見

込にナデ調整を施す。底部には回転糸切痕が残る。立ち上がりは外方に直線的に立ち上がる。15～



20は土錘で、外面にヘラミガキ調整を施す。15は 6mm、 16は 3.5～ 4mm、 17は 4mm、 18は

4.5～ 5mm、 19は 5mm、 20は 5mmの穿孔を施す。

<その他の遺物>(第 75～ 77図 )

第 75図 1～ 4は土師質土器で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。1～ 2は杯である。1は底都

に回転糸切痕を残す。口縁部の立ち上がりは、内湾しながら立ち上がり、端部を丸く仕上げている。

2は立ち上がりは外方に直線的に伸びる。3は柱状高台付不の脚部で、底部は風化が著しいものの、

回転糸切を施している可能性がある。脚部の立ち上がりは内側に直線気味に立ち上がる。4は底部

に高台を貼付し、回転ナデ調整している。立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。5は白磁碗で、内外

面ともに施釉するが、底部外面は露胎とし、高台は欠損しているが削り出し高台を呈するものと考

えられる。底部内面には器壁と内面見込の界線を入れている。6は須恵器不で、内外面ともに回転

ナデ調整を施し、底部に回転糸切痕を残す。立ち上がりは外方に直線的に伸びる。7は京都系緑釉

陶器皿で、内外面ともに回転ナデ調整を施し施釉している。口縁部の立ち上がりは、内湾気味に立

ち上がリタト傾する。端部は丸く仕上げている。8～ llは土師質土器イで、内外面ともに回転ナデ調

整を施す。8～ 10は立ち上がりは外方に直線的に立ち上がる。8は底部に回転糸切痕を残す。11は

底部に高台を貼付し、回転ナデ調整を施している。12は土師器甕で、口縁部内外面にナデ調整を施

す。風化が著しいが、体部内面にはヘラケズリ調整、外面にはハケロ調整を施している可能性があ

る。口縁部の立ち上がりは、外反しながら立ち上がり端部を九く仕上げている。13～ 17は須恵器で、

内外面ともに回転ナデ調整を施す。13～ 14は郭である。13は底部に回転糸切痕を残す。口縁部の

立ち上がりは外方に直線的に伸び、端部を九く仕上げている。14は底部に高台を施している。口縁

部の立ち上がりは、外方に直線的に伸び、端部を尖り気味に仕上げている。15は高不で、外面に 1

条の突帯を施す。口縁部の立ち上がりは、内湾気味に立ち上がり外傾する。端部は丸く仕上げてい

る。16は壺で肩部をやや強調している。口縁部の立ち上がりは外方に直線的に立ち上がる。17は長

頸瓶で肩部に界線を作り強調している。18～ 20は土師質土器杯である。18は内面に回転ナデ調整

を施した後、見込にナデ調整を施す。外面には回転ナデ調整を施す。口縁部の立ち上がりは、外方

に直線的に伸び外傾する。端部は丸く仕上げている。内外面ともに赤彩を施す。19～ 20は内外面

ともに回転ナデ調整を施す。19は底部に静止糸切痕を残す。立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。

20は底部に静止糸切痕を残した後板目を残す。立ち上がりは外方に直線的に立ち上がる。21は製塩

土器で、内外面ともにナデ調整を施した後指頭圧痕を施す。口縁部は端部で肥厚させ丸く仕上げて

いる。

第 76図 1は京都系緑釉陶器で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部にヘラ描きを施して、全

面に施釉している。立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。2～ 5は須恵器である。2～ 3は須恵器杯

で、内面は回転ナデを施した後、見込にナデ調整を施し、外面には回転ナデ調整を施す。底部には回

転糸切痕が残る。立ち上がりは 2は内湾しながら立ち上がり、3は外反気味に立ち上がる。4は直口

壷で内外面ともに回転ナデ調整を施している。口縁部の立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。5は

甕で、口縁部内外面にナデ調整、体部内面に青海波を施し、体部外面は風化が著しいが、平行タタ

キを施している可能性がある。口縁部の立ち上がりは、外反しながら立ち上がり、端部は上方に屈
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第 76図 その他の遺物 2

曲し平坦面を作る.。 6～ 9は弥生土器甕である。61よ口縁部で内外面ともにナデ調整を施す.。 日縁部

の立ち上がりは|、 外方に直線的に伸び、端部に平坦気味な面を作つている。71よ底部で―、内外面―と
―も

に1風化が著しいが、内1面に指頭圧痕が残る。3は口縁部内外面にナデ調整を施し、体部内面上部にヘ

ラケズリ調整、下部にヘラミガキ調整を施す。体部外面にはヘラミガキ調整を施し、体部中程付近

に刺突文を施している。口縁部の立ち上がりは内湾気味に立ち上がり、端部上方を拡張させている。

端部には2条の凹線を施す。日縁部にはススが付着している。9は口縁部で内外面ともにナデ調整

を施す。口縁部の立ち上がりは、外方に直線的に伸び、端部上方を拡張させている。
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第 77図 その他の遺物 3



第 77図 1～ 3は土師質土器で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。1は小皿で、口縁部の立ち上

がりは内湾気味に立ち上がり、端部を九く仕上げている。2は底部に糸切痕を残す。立ち上がりは

外反気味である。3は郭で、底部に回転糸切痕を残す。立ち上がりは外方に直線的に立ち上がる。4

は白磁碗で、内外面ともに施釉する。口縁部の立ち上がりは、外方に直線的に立ち上がり、端部を外

側に折り曲げて玉縁を作っている。端部は丸く仕上がっている。5～ 6は土錘で、外面にヘラミガキ

調整を施す。5は 4mm、 6は 7～ 8mmの穿孔を施している。

第 78図 は撹乱上に混入している遺物である。1～ 2は焙烙で、口縁部内外面及び内面見込にナデ

調整を施し、底部外面にチヂレロ調整を施す。1は口縁部の立ち上がりは、外方に直線的に伸び、端

部を丸く仕上げている。両端に粘土紐状の把手を施している。口縁部を中心にススが付着している。

2は口縁部の立ち上がりは、内傾しながら立ち上がり、徐々に直立していく。口縁部にススが付着し

ている。撹乱土からはこのほか縄文土器の小片が出上している。

義五
0             1 0cm

第フ8図 撹乱土出土遺物

4.中屋山の調査

「中屋山」は山の所有者の屋号が「中屋」であることから通称で呼ばれていた寿昌寺遺跡の東に隣

接する山である。当山は試掘調査で遺跡が確認されていなかったが、造成工事中に五輪塔及び宝佐

印塔の石が土留めとして積み上げられているのを確認したため、緊急調査を実施した。中屋山の踏

査を実施したところ、山の中腹付近で宝使印塔の残片などの石製品を少量確認したが、既に元位置

からは流れているものと考えられた。一方、土留めを確認した西側斜面には、土留めを確認した地

点 (T-2)と 平坦面が残る地点 (T-1)の 2つのトレンチを設定し調査を実施した。T-2では

土留めの下から近世以降の追物を確認したため、土留めが近世以降に積み上げられたものであるこ

とが確認された。一方T-1では遺物は出上したものの、遺構は検出されなかった。五輪塔及び宝使

印塔の個体数が多く、遠方から搬入されたと考え難いことや、中屋山中腹でも宝使印塔の残片が確



認されていることから、中屋山は中世

には墓山であった可能性がある。

第 79図はT-1出 土遺物である。l

は土師質土器郭で、内外面ともに回転

ナデ調整を施す。立ち上がりは内湾気

味に立ち上がる。2は備前焼奏で、内

外面ともにナデ調整を施す。口縁部の

立ち上がりは、内傾気味に立ち上がり、

外側に折 り曲げて玉縁状にしている。

端部には平坦気味の面を作っている。
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第 フ9図 中屋山 T― l出土遺物

口縁部端部と肩部外面に灰が付着 している。3は須恵器直口壷で、内外面ともに回転ナデ調整を施

し、体部中程から底部に回転ヘラケズリ調整を施す。口縁部の立ち上がりは、やや外方に内湾気味

に立ち上がり、端部は尖り気味に仕上げている。

第 80～ 82図はT-2出土遺物である。第 80図 1は姿器系陶器甕の体部である。内面にナデ調整

及びヘラケズリ調整、外面にナデ調整を施す。立ち上が りは内湾気味である。内面は下狽Iに なるほ

ど灰を被る。2は備前焼悟鉢で、内外面ともにナデ調整を施し、内面に 1単位 7～ 8条の悟目を施す。

断面及び外面に粘上の繋目痕、底部にはヘラ状工具痕が残る。3は コンニャク印版の技法を用いた

肥前系染付である。内湾にはコンニャク印版により、1両及び l分銀の図柄が描かれている。口縁部

の立ち上がりは、内湾しながら立ち上がり、端部を尖り気味に仕上げている。
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第80図 中屋山T-2出土遺物

第 81図 1～ llは五輪塔である。1～ 5は空風輪で、1は空輪が欠損 し風輪のみが残存している。

風輪を前後に平面的に作っているタイプである。2は風輪が小型のタイプで、鏡餅状に作っている。

3は空輪が宝珠】犬になっているタイプである。4は風輪下のほぞを比較的長 く作っている。5は空輪

が球状のタイプで、ほぞは短 く作っている。6～ 7は火輪で、6は天丼部を広 くし笠の勾配を緩やか

にしたタイプ、7は天丼部を狭 くし笠の勾配を急にしたタイプ、8～ 9は水輪で、8は最大径を下方

一輯
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に持つタイプ、9は最大径を申程に持つタイプ(10～ 11は地輪で、10は繰込を小さく作るタイブ、

11は繰込を大きく作るタイプ
ー
である。12～

-14は宝値印塔である。12～ 13は相輪部、14は笠部で

ある。15は用途不明の石製品で、断面台形のドーナツ状を呈すると考えられる。大井谷Ⅱ遺跡出土

遺物に類似例がある。寺院関連遺物と考えるなら、仏像下部の連華座の固定装置を巻き込む根巻石

なども考える必要があろう。

第 82図 1～ 2は石部材である。11ま片側をほぞ状に加工し、2は角柱状に加工している。
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第 2節 考察

1.鍛冶炉遺構について (第 83～ 85図 )

調査区東側山際から鍛冶炉遺構の可能性がある土娠を2穴確認したため、約 5× 5mの区域内で

25cmメ ッシュ3層に分けて上を採取し、鍛造薄片の分布状況を調べた。分布状況を調べた結果、第

1面 (第 83図 )では鍛冶炉南西隣及び北側に鍛造薄片が集中しており、第 2面 (第 84図 )では北

西隣に集中している。また第 3面 (第 85図)では北東隣に集中している。調査区が狭いため鍛冶炉

の付属施設については検出できなかったが、鉄を鍛造する場所が時期により移動している可能性が

考えられる。

第 83図 鍛造薄片分布状況 (第 1面 ) 第 84図 鍛造薄片分布状況 (第 2面 )

1片検出

2片検出

霞 3片検出

■ 4片検出

十二

第 85図 鍛造薄片分布状況 (第 3面 )



2.遺物の組成について (表 1～ 4)

寿昌寺追跡からは、2万 7千点以上の中世土器片が出土しているので、遺物の組成から若千の検討

を加えてみたい。計数作業は接合作業を終えた状態 (接合し同一個体と証明できた場合は 1点 )で、

総破片数を全てカウントした。

計数作業の結果、出土遺物のうち 99.07%が上師質土器で、残りを国産製品 0.8%、 輸入製品 0。 13%

で占めた。出土遺物の大部分を占める土師質土器の種別の組成では、93.19%を 皿・杯が占め、灯明

具 (3,13%)、 赤彩土器 (3.01%)が続く。灯明具 。赤彩土器の割合は、浄土宗寺院関連遺跡と推定

されている大井谷Ⅱ遺跡の計数値と比較してもかなりの高率で、これらの遺物は寿昌寺追跡の性格

の一端を示すものと考えられる。

一方、土師質土器以外の中世土器を、中世朝山家惣領家の居館の可能性が指摘されている蔵小路

西遺跡 (総破片数 22,459点 、土師質土器 97.1%、 国産製品 1.7%、 輸入製品 1.2%)と比較してみる

と、寿昌寺遺跡からは国産製品で約 1/2倍、青磁で約 1/14倍、白磁で約 1/6倍の出土しかな
い。また土師質土器を除く国産製品及び輸入製品の百分比は、寿昌寺遺跡が 86■4であるのに対し、

蔵小路西遺跡は 58:42、 大井谷Ⅱ遺跡は65i35を示し、寿昌寺遣跡は国産製品の割合がかなりの高

率となる。各遺跡での嗜好も考えられるため、この数値が 3遺跡の経済格差をどの程度示している

かは不明である。

土師質土器以外の製品の組成を大井谷Ⅱ追跡と比較してみると、寿昌寺遺跡では盗器系、備前が

多く青磁は少ない。これらの差異は寿昌寺遺跡の国産製品偏重の主体となるものである。

瓦質土器は総数 18点で多くないが、奈良火鉢、角形火鉢などが含まれており、ltr蝸ゃ鍛造薄片と

いった生産関連遺物が見られることも寺院との関連を推定させる。

一方、寺院との関係は不明であるが、京都系緑釉陶器が同時期の須恵器とともに7点出上している

ことや、威信財的な遺物である白磁の水注が出上していることから、寿昌寺遣跡は以前より有力者

との関係があつた可能性がある。

以上を整理すると次のようになる。

① 在地のものが多く、蔵小路西遺跡、大井谷Ⅱ追跡と比較して搬入品が少ない。

② 土師質土器には、灯明具・赤彩土器が高率で含まれる。

③ 搬入品は、蔵小路西遺跡、大井谷Ⅱ遺跡と比較して、国産製品の占める割合が高く、金器系が

多い。

④ 奈良火鉢・角形火鉢など寺院関連的な遺物が含まれる。

⑤ 輸入製品には、蔵小路西遺跡、大井谷Ⅱ遺跡と同様に、威信財として長期に保持される可能性
のある高級品が含まれる。



hlo 種 類 破片数 (点 ) 出土割合 (%)

1 土 師 質 土 器 27608 99.07

瓦 質 土 器

3 東 播 系 0 0

4 亀 山 系

5 餐 器 系 124 0,44

6 備 単副 0.2

7 瀬 戸

8 主目 磁 20

9 白 磁 11

圭
目 白 磁 0 0

目 花

その他の中国陶磁器

朝 鮮 系 0 0

国 産 製 品 小 計 27831 99.87

輸 入 製 品 小 計

本 計 27867 100

No 種 類 破片数 (点 ) 出土割合 (%)

① 灯 明 具

② 赤 彩 土 器 3.01

③ 里
一
圭
日 土 器 0.01

④ そ の 他 の 皿 。郭 25728 93.19

⑤ 鉢

③ 火 鉢

〇 鍋 4 0.01

◎ そ の 他 0.04

皿 ・ 杯  小 計 27426 99.34

そ の 他  小 計 066

合 計 27608 100

表1 寿昌寺遺跡 中世土器の組成

表2 寿昌寺遺跡 土師質土器の組成

No 種 類 破片数 (点 ) 出土害」合(%)

瓦 質 土 器

3 東 播 系 0 0

亀 山 系 5

盆 器 系 124 4788

備 学刷 22.01

瀬 戸

8 圭
目 磁 20 772

白 磁

圭
同 白 磁 0 0

日 花

その他の中国陶磁器 2 0.77

朝 鮮 系 0

国 産 製 品 小 計 223

輸 入 製 品  小 計

計

表3 寿昌寺遺M 土師質土器以外の組成

No 種 類 破片数 (点 ) 出土割合(%)

瓦 質 土 器 7.33

東 播 系 086

4 亀 山 系 4.31

5 姿 器 系 2716

6 備 単刷 1638

7 瀬 戸 9,05

8 主目 磁 45 19.4

9 白 磁

圭
同 自 磁

目 花

その他の中国陶磁器 7

朝 鮮 系 l 043

国 産 製 品 小 計 6509

輸 入 製 品 小 計 34.91

ハ 計 232 100

L

表4 大丼谷 I遺跡土師質土器以外の組成



第 3節  まとめ (表 5)

今回の調査結果や他の関連遺跡の調査結果・資料を整理してまとめとしたい。寿昌寺遺跡の調査

では 13世紀を中心として 13～ 15世紀の遺構・遺物が確認されている。関連遺跡を整理してみた。

(遺跡位置図)

表5は旧塩冶郷周辺の遺構を抜粋した表である。表2の結果からおおよそ①N～ -3° -1° ～Eの

追構群、②N～ 4° -5° ～Eの遺構群、③N～ 72° -73° ～Eの遺構群、④N～ 76° -78° ～Eの遺

構群の4群に分けられる。

遺 跡 名 場  所 遺構名 方 向 時 期 軸 群 備 考 文 献

1 寿 昌 寺 遺 跡 上塩冶町 SB 01
N～ 1° ～E
N～ 89° ～W ① 寺院本堂?

寿 昌 寺 遺 跡 上塩冶町 SB 02
N～ 4° ～E
N～ 86° ～W ②

寿 昌 寺 遺 跡 上塩冶町 SD 08 N～ 89° ～W ① 区画溝

4 寿 昌 寺 遺 跡 上塩冶町 SD 15 N～ 1° ～E ① 区画溝

5 寿 昌 寺 遺 跡 上塩冶町 SA 01 N～ 85° ～W ②

寿 昌 寺 遺 跡 上塩冶町 SA02 N～ 5° ～E ②

7 角 田 遺 跡 上塩冶町 SD 21 (N～ 1° ～W)
N～ 89° ～E ①

鍛冶関連施設に
伴う区画溝?

8 角 田 遺 跡 上塩冶町 SD 25 N～ 1° ～W 13c ① 水路?

9 角 田 遺 跡 上塩冶町 SD 26 N～ 3° ～ Vヽ ①
鍛冶関連施設に
伴う溝?

(10) 神門寺境内廃寺 塩 冶 町 土塁
N～ 1° ～E
N～ 89° ～W 江戸時代 (参考)

神門寺に伝塩冶判官高貞
首塚あり

浄音寺境内遺跡 塩 冶 町 土塁
N～ 72° ～E
N～ 18° ～W 15c～ ③ 後塩冶氏の居館

大井谷 Ⅱ遺跡 上塩冶町 石敷遺構
N～ 72° ～E
N～ 18° ～W ③

大井谷 Ⅱ遺跡 上塩冶町 SB 01
N～ 73° ～E
N～ 17° ～W ③ 寺院本堂

築 山 遺 跡 上塩冶町 SB01 (N～ 3° ～E)
N～ 87° ～W

伝塩冶氏館跡から最も近
い位置で確認された礎石
建物

(4)

伝塩冶判官館跡 上塩冶町 SD 01 N～ 12° ～E 13-14c (黍考) 自然流路

観音寺境内遺跡 渡 橋 町 土塁
(N～ 82° ～E)
N～ 8° ～W

塩冶判官高貞再興
現住職朝山氏

蔵小路西遺跡 渡 橋 町 西大溝
(N～ 78° ～E)
N～ 12◇ ～W 13-15c ④ 朝山氏館跡区画溝

18 矢 野 遺 跡 矢 野 町 SD05
N～ 78° ～E
(N～ 12° ～W)

14^-15 c ttu ④ 屋敷地区画溝

渡 橋 沖 遺 跡 渡 橋 町 SB ll
N～ 76° ～E
N～ 14° ～W 13c前 ④

集落

第 1群中心建物
(8)

渡 橋 沖 遺 跡 渡 橋 町 SB 21
N～ 77° ～E
N～ 13° ～W 13c中 ～後 ④

集落

第2群中心建物

渡 橋 沖 遺 跡 渡 橋 町 SB 01
N～ 70° ～E
N～ 20° ～W 13c後～ 14c

集落

第3群中心建物
鬼門・裏鬼門を地鎮

表 5 旧塩冶郷周辺遺橋
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①は寿昌寺遺跡と角田遺跡で確認した遺構群で、13世紀の遺構で確認例が多い。②は寿昌寺遺跡

で確認された遺構群で、切り合い関係から①と時期差があると考えられる。③は大井谷Ⅱ遺跡と浄

音寺境内遺跡で確認されている。2遺跡は直線距離で3km以上離れているが、いずれも①、②の遺

構群が確認された遺跡の周辺地域に所在しており、15世紀以降の遺構という点でも共通している。

④は全て北側に位置する四絡遺跡群に分布しており、中心となる朝山氏館跡 (蔵小路西遺跡)の軸

方向に準じているものと考えられる。

①～④にはある程度の時期的なまとまりや地理的なまとまりが見られる。しかしながら、これが

佐々木氏、塩冶氏、後塩冶氏に直接関連するのかは不明である。資料が僅少であることもあり、これ

については資料の増加を待ち改めて検討することにしたい。
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寿昌寺
挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

7-1 試掘

T-4

土師質土器

杯

口径:(122)

器高:45

底径:60

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l llllr以 下の砂

粒少量混入

やや軟 外面 :赤橙色

内面 :橙色

(一部淡橙色)

外面に墨書あり

15-1 SE03

B4Gr

下層

土師質土器

小皿

口径:(70)

器高■ 5

底径:(44)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

211tll以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡責掲色

内面 :淡責橙色

-2 SE 03

B4Gr

上層

土師質土器

小皿

口径 :(74)

器高■3

底径:(38)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

211ul以下の砂

粒混入

軟 明灰橙色

-3 SE03

B4Gr

下層

土師質土器

lTN

口径 :不明

器高:不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

lmm以下の砂

粒やや多く混

入

やや軟 外面 i暗淡橙色

内面 :橙灰色

(一部淡橙色)

-4 SE 03

B4Gr

下層

青磁

碗

国径 :不明

器高 i不明

底径:(58)

外面 :施釉

内面 :施釉

底部:露胎

密 史 施釉 :黄緑色

露胎 i青灰色

貫入が入る

高台見込

畳付釉ハギ

16-1 SK85

B3Gr

常滑焼

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

l aur以下の砂

粒多畳に混

入

良 外面 :暗茶色

内面 :掲色

外面肩部に押印文

断面に粘上の接合痕

肩言騨こ灰が被る

-2 SK 85

B3Gr

瓦質土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 i格子タタキ

内面 :ナデ

底部 :不明

lmm未 満の

砂粒少量混

入

軟 暗褐色 在地産?

17-1 SK 76

B5Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 i回転ナデ

底部 :回転ナデ

2mn以下の砂

粒少量混入

軟 外面 :淡橙色

内面:橙色

(高台内橙色)

・高台貼付

-2 SK 76

B5Gr

須恵器

皿

口径 :(181)

器高:21

底径 :(154)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :回転糸切

l Eul以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :灰白色

内面 :黄仄色

(底部淡青灰色)

・底部にヘラ状工具痕

19-1 SD30

B5Gr

弥生土器

笠

口径 :(82)

器高:91

外面 :ナデ、ハケロ

内面 :ナデ

底部 :不明

211ul未 満 の

砂粒少量混

入

やや軟 橙色 (一部淡橙

色、暗褐色)

-2 SD30

B5Gr

弥生土器

養

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(68)

外面 iヘラミガキ

内面 :ナデ

底部 :ナデ

1～ 2mmの砂

粒混入

やや軟 外面:淡責褐色

内面 :責橙色

-3 SD 30 弥生土器

甕

口径 i(■ 4)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 i不明

2HIIl以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 明責灰色

20-1 P120

B7Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:72

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転ナデ

l lull未 満の砂

粒少量混入

軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

高台貼付

-2 SD20

B5Gr

土師質土器

邦

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :不明

底部 :回転ナデ

2mm以下の砂

粒混入

軟 淡橙色 高台貼付

-3 SD 20

B5Gr

在地上器

括鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径:(118)

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 i不明

l lln以下の砂

粒少量混入

やや軟 橙色

(一部暗掲色)

・内面見込に指目

21-1 SD 01

D9Gr

土師質土器

杯

口径:(82)

器高:23

底径 :(58)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底都 :静止糸切

黒色粒子少

量混入

良 橙色

-2 SD 01

D9Cr

土師質土器

rTh

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(54)

外面 :回転ナデ

内面 :ナデ

底部 :回転糸切

黒色粒子混

入

やや軟 外面 :暗橙色

内面 :橙色

-3 SD 01

D10Gr

土師質土器

lTN

口径 i不明

器高 :不明

底径 :(56)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

1～ 2HHの砂

粒及び黒色

粒子混入

やや軟 橙色



下

挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

21-4 SD 01 土師質土器

杯

口径 :(124)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

0 511tal未 満の

砂粒多量に

混入

やや軟 淡責橙色

-5 SD01

C7Gr

青磁

碗

口径 :不明

高 :不明

底径:56

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :露胎

密 良 施釉 :乳緑色

露胎 :明責仄色

内面見込にスタンプ文

高台見込釉ハギ

貫入が入る

-6 SD01

C7Gr

盗器系陶器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

1～ 2 Hulの砂

粒混入

良 暗赤褐色

(一部責褐色)

-7 SD01

C7Gr

備前焼

播鉢

口径 :不明

器高:不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :暗褐色

内面 :暗赤掲色

乗岡編年中世3期

b

-8 SD01

D9Gr

備前焼

揺鉢

口径 :不明

器高:不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

密 史 外面 :暗責灰色

内面 :青灰色

・内面に1単位9条

の指目

-9 SD01

D10Gr

備前焼

悟鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

密 史 外面 :暗褐色

内面 :暗灰色

・内面に1単位10条

の指目

-10 SD 01

D9Gr

備前焼

橋鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径:(124)

外面 :ナデ

内面 :ナデ

1 4ul未満の砂

粒混入

やや軟 外面:暗褐色

内面:褐色

・内面に1単位 10条

の揺目

― ■ SD01

C7Gr

備前焼

奏

口径 :不明

器高 i不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ、ハケロ

底部 :不明

密 ミ 外面 :暗茶色

内面 :暗褐色

-12 SD01

C7Gr

在地上器

橋鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

黒色粒子混

入

やや軟 橙 色 ・内面に福目

-13 SD01

C6Gr

在地上器

指鉢

口径 i不明

器高:不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

密 軟 淡橙色 ・内面見込に福目

-14 SD01

D9Gr

瓦質土器

火鉢

口径 :不明

器高:不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

密 軟 黒褐色 ,外面に珠文帯・菊

花文

-18 SD01

C7Gr

須恵器

郭

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 外面 :青灰色

内面 :灰褐色

-20 SD01

D9Gr

肥前系陶器 口径 :不明

器高 :不明

底径:44

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :露胎

密 良 施釉 :乳緑色

露胎 :暗橙色

内面見込胎土目積

高台削り出し

三日月高台

-21 SD01

D8Gr

肥前系陶器

皿

口径:(144)

器高:32

底径:(51)

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :露胎

密 史 施釉 :灰白色

露胎 :淡橙色

内面見込蛇ノロ釉ハギ

三日月高台

-22 SD01

D9Gr

肥前系染付

皿

口径 :不明

器高 :不明

底径:(68)

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :施釉

密 良 淡青白色 ・内外面に染付

-23 SD01

D10Gr

肥前系染付

碗

口径 :不明

器高 :不明

底径:(48)

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :施釉

密 良 淡青白色 外面に染付

貫入が入る

高台畳付露胎

-24 SD01

D9Gr

陶胎染付

婉碗

口径 :(■ 5)

器高:73

底径:(50)

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :施釉

密 良 淡緑灰色 外面に染付

貫入が入る

高台畳付露胎

22-ユ SD 01

C7Gr

陶器

信鉢

口径 :(302)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ、回転ヘラ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

l utll以 下の砂

粒混入

良 外面 :暗茶色

内面 :茶褐色



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

22-2 SD01

D9Gr

焙烙 口径 :(320)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :ヘラケズリ

1～ 3 mmの砂

粒混入

良 橙色

(一 部暗掲色・

暗橙色)

・都市型焙熔

25--1 SK 08

D8Gr

土師質土器

小皿

口径 :(79)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 軟 橙色

-2 SK 08

D8Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:55

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :責橙色

内面 :橙色

(外面一部橙色)

-3 SK 08

D8Gr

土師質土器

杯

口径■31

器高:42

底径:48

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l Hul以下の砂

粒混入

やや軟 橙色 ・外面にタール付着

・灯明具

-4 SK 08

D8Gr

在地上器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :格子タタキ、ナデ

内面 :ナデ

底部 :

lmm以下の砂

粒やや多く混

入

良 赤橙色 ・外面スタンプ文

・亀山系の模倣

-5 SK08

D8Gr

在地上器

捏鉢

口径 :不明

器高:不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面フ ケヽロ、ナデ

底部 :不明

密 軟 淡橙色

27-1 SE02

D8Gr

土師質土器

杯

口径 :(78)

器高 :不明

底径 :不明

外面:回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 やや軟 外面 :暗黄橙色

内面 :責橙色

(一部暗責橙色)

-2 SE02 土師質土器

小皿

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

21Ytll以下の砂

粒少量混入

やや軟 外面 :黄橙色

内面 :淡黄橙色

-3 SE02

D8Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:57

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

3Hull以下の砂

粒混入

やや軟 淡橙色

-4 SE 02 土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 外面 :淡橙色

内面 i暗黄橙色

外面にタール付着

・灯明具

-5 SE 02 土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 外面 :暗褐色

内面 :淡黄橙色

(一部黄灰色暗褐色)

-6 SE 02

D8Gr

盗器系陶器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ、指頭圧痕

底部 :不明

lHu以下の砂

粒やや多く混

入

良 赤褐色 ・内外面に灰被る

-7 SE 02 備前焼

奏

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :不明

底部 :不明

0.5mm未満の

砂粒少量混

入

良 暗褐色 乗岡中世3～ 4期

-8 SE 02

D8Cr

在地上器

信鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、指頭圧痕

内面 :ナデ

底部 :不明

l aul未満の砂

粒少量混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

(外面一部橙色)

内面に1単位6条

の指目

-9 SE 02

D8Gr

在地上器

括鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面フヽケロ、ナデ、指頭圧痕

内面 :ナデ

底部 :不明

密 やや軟 外面 :暗淡橙色

内面:暗橙色

・内面に1単位4条

以上の指目

-10 SE02

D8Gr

在地上器

鍋

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面フ ケヽロ、ナデ

底部 :不明

密 軟 淡橙色

29-― ユ SK 02

C10Cr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(56)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l nul以下の砂

粒少量混入

やや軟 橙色

-2 SK 03

C10Gr

弥生土器

養

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

l nul以下の砂

粒混入

やや軟 暗責橙色 ・端部に亥J目文 2

条の凹線



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 詞 偏 考

29--3 SK 03

C10Gr

弥生土器

甕

口径 :(162)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :不明

底部 :不明

2 11ull以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :黄橙色

端部に3条の凹線

-4 SK 03

C10Gr

弥生土器

養

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(34)

外面 :ヘラミガキ

内面 :不明

底部 :ナデ

lnm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :暗責橙色

内面 :黄橙色

30-1 SD 13

D10Cr

陶器

鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(58)

外面 :施釉

内面 :露胎

底部 i露胎

密 良 茶褐色 高台削り出し

,内面見込に砂付着

32--1 SD08 土師質土器

/1ヽ皿

口径 :(70)

器高■3

底径 :(52)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

lmm未満の砂

粒混入

やや軟 淡橙色

-2 SD08

E9Gr

土師質土器

小皿

口径 :(80)

器高 :15

底径 :(58)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

lmm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :暗淡橙色

外面にタール付着

・灯明具

-3 SD08

E10Gr

土師質土器

1/.

口径■26

器高:41

底径:57

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切、板目

lHH以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :日旨責橙色

内面 :黄橙色

-4 SD08

E9Gr

土師質土器

杯

口径■30

器高:42

底径:52

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、すデ

底部 :回転糸切、板目

lmm以下の砂

粒混入

やや軟 淡橙色

-5 SD08 土師質土器

杯

口径■32

器高:44

底径:54

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

茶色粒子混

入

やや軟 淡橙色 内面にタール付着

・灯明具

-6 SD08 土師質土器

杯

口径■32

器高:36

底径:54

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

lmm以下の砂

粒混入

やや軟 橙 色 ・内外面にタール付着

・灯明具

-7 SD08 土師質土器

不

口径 :(129)

器高i39

底径:52

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l IIllll以下の砂

粒混入

やや軟 橙灰色

(一部暗褐色)

-8 SD08 土師質土器

不

口径■30

器高:41

底径:52

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l HIl以下の砂

粒混入

やや軟 淡橙色

(一部橙色)

-9 SD08 土師質土器

杯

口径■26

器高:39

底径:57

外面 i回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

3 HH以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :責白色

内面 :責橙白色

内面にタール付着

・灯明具

-10 SD08

F9Gr

土師質土器

lTN

口径■52

器高:48

底径:59

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2nm以 下の

砂粒混入

やや軟 淡橙色 ・内外面にタール付

着

・灯明具

― H SD08 土師質土器

杯

口径■31

器高:42

底径:57

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

lmm以下の砂

粒少量混入

やや軟 橙色

-12 SD 08

E10Gr

土師器

lI蝸

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 i不明

2 mm以下の砂

粒混入

良 外面 :灰褐色

内面 i暗褐色

内面に銅津付着

33--1 SD08 在地上器

担鉢

口径 :(272)

器高 :不明

底径 :不明

タト面フ ケヽロ、ナデ

内面フ ケヽロ、ナデ

底部:不明

1～ 2mmの砂

粒混入

やや軟 黄橙色

-2 SD08 在地上器

捏鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面フ ケヽロ、ナデ

底部 :不明

2m以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :橙色

内面 :暗橙色

(一部淡橙色)

-3 SD08 在地上器

橋外

口径:(234)

器高 i不明

底径 :不明

外面 :不明

内面フ ケヽロ、ナデ

底部 :不明

1～ 2 mmの砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :暗黄灰色

・内面に橋目
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33--4 SD 08

E10Gr

在地土器

悟鉢

口径 :不明

器高:不明

底径 :不明

外面 iナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

lmm未満の砂

粒混入

やや軟 外面 :責褐色

内面 :灰橙色

・内面に1単位7条

以上の信目

-5 SD 08 瓦質土器

火鉢

口径 :不明

器高:不明

底径 :不明

外面 :ヘラミガキ、ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :暗褐色

内面 :責灰色

外面に菊花文

・角形火鉢

-6 SD 08

E10Gr

瓦質土器

福鉢

口径 :不明

器高:不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

密 やや軟 外面 :暗褐色

内面 :黒褐色

内面に1単位6条

以上の信目

35-1 SD 09

E10Gr

土師質土器

JTk

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 やや軟 外面 i橙色

内面:淡橙色

-2 SD 09

E10Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高:不明

底径:44

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :回転糸切

黒色粒子混

入

やや軟 淡橙色

-3 SD 10

E10Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:(74)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 外面:暗責褐色

内面:暗橙色

・内タト面にタール付

着

・灯明具

-4 SD07

E9Gr

土師質土器

小皿

口径:(80)

器高■ 6

底径:(48)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 1回転糸切

黒色粒子混

入

やや軟 橙色

-5 SD 07

E9Gr

土師質土器

郭

口径 :不明

器高 :不明

底径:(54)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

1～ 2 11BIの 砂

粒混入

やや軟 外面 :黄灰色

内面:暗責橙色

36--1 土器溜

H10Gr

土師質土器

小皿

口径:(83)

器高■7

底径:(55)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 外面:暗黄橙色

内面:橙色

-2 土器溜

H10Gr

土師質土器

郭

口径 :不明

器高 :不明

底径:(55)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :暗責橙色

内面 :暗黄褐色

-3 土器溜

H10Gr

土師質土器

郭

口径 :不明

器高:不明

底径:46

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密

黒色粒子多

量に混入

やや軟 外面 :橙色

内面 :淡橙色

-4 土器溜

H10Gr

土師質土器

lTk

口径:(l18)

器高 :不明

底径 :不明

外面 i回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密

黒色粒子混

入

やや軟 外面 :暗責褐色

内面 :H音責橙色

-5 土器溜

H10Gr

土師質土器

IIN

口径 :不明

器高:不明

底径:56

外面 :回転ナデ

内面 i回転ナデ、ナデ

底部 :

密 良 橙 色

-6 土器溜

H10Gr

白磁

碗

口径 :(131)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :施THI

底部 :不明

密 良 灰白色

38-ユ SA 02

H9Gr

土師質土器

小皿

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :回転糸切、板目

黒色粒子少

量混入

やや軟 外面:暗責橙色

内面 :黄橙色

(底部責橙色)

-2 S/ゝ 02

H9Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:(55)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l mm以 下の砂

粒混入

やや軟 外面:責橙色

内面 :淡橙色

-3 SA 02

19Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高:不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 外面 :橙色

内面 :暗淡橙色

-5 SA 02

19G

土師器

製塩土器

口径 :不明

器高:不明

底径 i不明

外面:指頭圧痕

内面 :ナデ、指頭圧痕

底部 :不明

密 やや軟 外面 :黄橙色

内面 :橙色
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39-― ユ SBOユ

19Gr

土師質土器

小皿

日径 :不明

器高 :不明

底径 :(45)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :糸切

黒色粒子少

量混入

軟 険橙色

-2 SB 01

19Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 i不明

底径 :(70)

外面 :回転ナデ

内面 i回転ナデ

底部 :不明

l HdI未満の砂

粒少量混入

やや軟 外面 :橙色

内面 :赤橙色

・内面赤彩

-3 SB 01

19Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

黒色粒子少

量混入

やや軟 外面 :橙色

内面 :赤橙色

,内外面赤彩

-4 SB01

H9Gr

土師質土器

杯

口径 i不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

黒色粒子少

量混入

やや軟 外面 :橙色

内面 i淡橙色

-5 SB 01

H9G=

土師器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 i不明

外面 :ナデ、ハケロ

内面フ ケヽロ、ヘラケズリ

底部 i不明

l Hur以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :橙色

内面 :暗橙色

(一部暗褐色)

-6 SB 01

19 Gr

土師器

製塩土器

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :指頭圧痕

内面 :ナデ

底部 :不明

密 やや軟 橙色

-7 SB01

19Gr

土師器

製塩土器

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

密 やや軟 外面 :黄橙色

内面 :暗橙色

-8 SB 01

19 Gr

土師器

製塩土器

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :指頭圧痕

内面 :指頭圧痕

底部 :不明

1～ 4mmの砂

粒多量に混

入

やや軟 淡橙色

-9 SB 01

拡張区

土師質土器

ネ

口径 :(148)

器高 :不明

底径 :不明

外面:回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 やや軟 外面 :暗橙色

内面 :暗赤橙色

内外面赤彩

-10 SB 01

拡張区

土師質土器

不

口径■28

器高i34

底径i53

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

・内面に少量の漆付

着

― ll SB 01

拡張区

須恵器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(74)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 良 黄灰色

41-1 SB02

K8Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:(63)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部:回転糸切

密

黒色粒子多

量に混入

やや軟 橙 色

-2 SB 02

」9Gr

須恵器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(10)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、すデ

底部 :回転ヘラ切り、ナデ

密

黒色粒子混

入

良 外面 :青灰色

内面 :責灰色

(底部黄灰色)

・高台貼付

43-1 SK38

K9Gr

土師質土器

メ

口径i133

器高i35

底径:52

外面 :回転ナデ

内面 :回転すデ、ナデ

底部:回転糸切

黒色粒子混

入

やや軟 外面 :淡黄橙色

内面 :淡橙色

-2 SK 38

」9Gr

土師質土器

皿

口径■07

器高 :21

底径 :85

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 橙色 ・底部赤彩

-3 SK 38

J9Cr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(56)

外面 :回転ナデ

内面:回転ナデ

底部 :回転糸切

l llm未 満 の

砂粒少量混

入

軟 外面 :暗淡橙色

内面 :暗掲色

-4 SK38

」9Gr

土師質土器

lTN

口径 :不明

器高 i不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転ナデ

密 やや軟 外面 :黄橙色

内面 :淡黄橙色

・高台貼付

・内面に少量のタール付着

灯明具

-5 SK 38

」9Gr

在地上器捏

鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

2dm以下の砂

粒混入

やや歌 外面 :責灰色

内面 :淡責橙色

(一部暗橙色)

W



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

43--6 SK38

J9Gr

瓦質土器

風炉

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ヘラミガキ、ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :青灰色

内面 :黄灰色

2条の貼付突帝の間に珠文
透かしあり
体部外面に紅葉の
スタンプ文

-7 SK38

」9Gr

須恵器

高杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 i回転ナデ

内面:回転ナデ、ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :黄灰色

内面 :青灰色

(一部暗褐色)

・脚部3方向に三角
透かしあり
・透かしの下に1条
の沈線

-8 SK38 須恵器

杯身

口径 :(148)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部:不明

密 良 青灰色

45-― ユ SE01 土師質土器

小皿

口径 :(82)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面:回転ナデ

底部 :不明

密 やや軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

-2 SE 01 土師質土器

杯

口径 :(151)

器高:39

底径 :(93)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

l lltll以 下の砂

粒少量混入

やや軟 橙色 ・内外面に赤彩

,外面に墨書

-3 SE 01

K7Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高:(76)

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

l ntla以 下の砂

粒やや多く混

入

やや軟 外面 :橙色

内面 :責橙色

-4 SE 01 土師質土器

郭

口径 :不明

器高:62

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 1回転ナデ、ナデ

底部 :静止糸切

l mm以 下の砂

粒少量混入

やや軟 橙 色

-5 SE 01

K7Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高:(76)

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l mm未 満の砂

粒少量混入

やや軟 外面:暗責澄色

内面:責橙色

・内面見込にヘラ状

工具痕

-6 SE 01

K6Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高:(62)

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転ナデ

黒色粒子混

入

やや軟 外面:橙色

内面:暗橙色

高台貼付

-7 SE01

K6Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高:(80)

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転ヘラ、ナデ

l帥未満の砂

粒少量混入

やや軟 橙色 ・内外面にタール付

着

・灯明具

-8 SE 01

K7Gr

土師質土器

lTN

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切、ナデ

密 やや軟 外面:橙色

内面i淡橙色

・高台貼付

・内面に赤彩

-9 SE 01

K7Gr

土師器

製塩土器

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :指頭圧痕

内面 :指頭圧痕、ナデ

底部 :不明

密 やや軟 外面:橙色

内面:灰橙色

(口縁部橙色)

-10 SE01 須恵器

盤

口径 :不明

器高:(131)

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転ナデ

l HIIl未 満の砂

粒混入

良 青灰色 ・高台貼付

47-― ユ SK41

L6Gr

備前焼

甕

口径:348

器高:695

底径:318

外面 :ナデ

内面 :ナデ

密 主 外面:暗赤褐色

内面 :橙色

(底部暗橙色)

・肩部外面に窯印

49--1 SK09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径 i(82)

器高■8

底径:(59)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 橙色

-2 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径 :80

器高■9

底径 :43

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l mm以 下の砂

粒混入

やや軟 外面 :暗橙色

内面 :暗責橙色

-3 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径:88

器高:20

底径:47

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

外面 :回転ナ

デ黒色粒子

少量混入

やや軟 橙色

(一部暗橙色)

・口縁部内面にター

ル付着

灯明具

-4 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径:84

器高:23

底径:38

外面 :回転すデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

lmm以下の砂

粒混入

歌 暗褐色

(一部黄橙色)

・内外面にタール付

着

・灯明具



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 砦 徴 胎   上 焼  成 色 調 怖 考

49-5 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径 :(81)

器高■ 9

底径:48

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2 mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

内面|こタール付着

灯明具

-6 SK 09

L6Gィ

土師質土器

小皿

口径 :(82)

器高■8

底径:50

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 外面 :暗橙色

内面 :やや暗ヤ獣橙色

(一部暗褐色)

-7 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径 :77

器高■7

底径 :42

外面 i回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l mm未満の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

-8 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径:79

器高■7

底径:44

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

-9 SK 09

L6Gr

土師質上器

小皿

口径:80

器高■ 8

底径:43

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2 mm以下の砂

粒混入

やや軟 橙色

-10 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径:76

器高■8

底径:47

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2 Eul以下の砂

粒混入

やや軟 淡橙色

-11 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径:79

器高■8

底径i47

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2 mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :責橙色

内面 :橙色

-12 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径:82

器高:21

底径:47

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l lul以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :やや暗�増色

内面 :橙色

(一部暗褐色)

・内面見込にヘラ状

工具痕

-13 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径178

器高■8

底径:52

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 橙色

-14 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径:82

器高■7

底径:54

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2mm以下の砂

粒混入

やや軟 橙色

-15 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径:79

器高:18

底径i49

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部:回転糸切

lmm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :嗜橙色

内面 :橙色

外面にタール付着

・灯明具

―上6 SK 09

L6Gr

土師質土器

小皿

口径 :(98)

器高■4

底径:(60)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :黄橙色

内面 :橙色

-17 SとC09

L6Gr

土師質土器

郭

口径■23

器高:45

底径:55

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2mm以下の砂

粒混入

やや歌 橙色

(一部淡橙色)

-18 SK 09

L6Gr

土師質土器

杯

口径■26

器高:41

底径:51

外面 :回転ナデ

内面 1回転ナデ

底部 :回転糸切

2mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

・内外面にタール付

着

・灯明具

-19 SK 09

L6Gr

土師質土器

杯

口径■31

器高:42

底径:56

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部:回転糸切

l lllI以 下の砂

粒混入

やや軟 外面 :橙色

内面 :淡橙色

(一部橙色)

-20 SK 09

L6Gr

土師質土器

イ

口径■33

器高 :43

底径 i52

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2 Hx以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :暗橙色

内面 :橙色

(一部黒褐色)

・内面にタール付着

灯明具

-21 SK 09

L6Gr

土師質土器

郭

口径 :不明

器高 :不明

底径:52

外面:回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l lun以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :黄橙色

内面:責灰色

(一部橙色淡橙色)

50-1 SK 09

L6Gr

土師質土器

邦

口径 :128

器高 :43

底径 :51

外面 1回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2 mm以下の砂

粒やや多く混

入

やや軟 橙色

(一部淡橙色)



挿図番号 出土地点 種  別 法 量(cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

50-2 SK 09

L6Gr

上師質土器

杯

口径■34

器高 :42

底径 :56

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部:回転糸切

211ul以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

-3 SK 09

L6Gr

土師質土器

杯

口径 :134

器高 :42

底径 :61

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切、板目

1～ 311ullの 砂

粒混入

やや軟 橙色 ・内面にタール付着

・灯明具

-4 SK 09

L6Gr

土師質土器

杯

ロイ垂■34

器高:43

底径:59

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2Hul以下の砂

粒少量混入

やや軟 外面 :暗橙色

内面 :責橙色

内面にタール付着

・灯明具

-5 SK 09

L6Gr

土師質土器

杯

口径i135

器高:45

底径:56

外面 :回転ナデ

内面:回転ナデ、ナデ

底部 :回転糸切

3Hlll以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

・内面にタール付着

・灯明具

-6 SK 09

L6Gr

上師質土器

杯

口径 :134

器高 :44

底径 :6ユ

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :回転糸切

21ull未満の砂

粒混入

やや軟 橙色

(一部淡橙色)

-7 SK 09

L6Gr

土師質土器

杯

口径■34

器高:42

底径:63

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2Hul以下の砂

粒少量混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

-8 SK 09

L6Gr

土師質土器

杯

口径■36

器高:41

底径:67

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l HIll以 下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

-9 SK09

L6Gr

土師質土器

郭

口径■26

器高i38

底径 :7.8

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2Hllll以下の砂

粒混入

やや歌 外面 :淡橙色

内面 :橙色

-10 SK09

L6Gr

陶器

括鉢

回径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :褐色

内面 :暗橙色

・内面に1単位8条

の信目

― ■ SK09

L6Gx

須恵器

皿

明

明

０

不

不

υ

径

高

径

口

器

底

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 軟 青灰色

(一部責灰色)

52-1 SK 93

K6Gィ

土師質土器

杯

口径:(144)

器高:46

底径:(64)

外面:回転ナデ

内面:回転ナデ、ナデ

底吉F:回転糸切、板目

密 やや軟 淡橙色

-2 SK 93

K6Gr

土師質土器

杯

口径:(153)

器高:50

底径:(60)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :回転糸切、ナデ

lDm以下の砂

粒混入

やや軟 橙色

-3 SK 93

K6Gr

土師質土器

不

ロイ垂:(154)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 軟 淡橙色

-4 SK93

K6Cr

土師質土器

杯

口径 :127

器高 :4,0

底径 :54

外面 :回転ナデ、ハケロ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l HIll以 下の砂

粒少量混入

やや軟 淡橙色

-5 SK93

K6Gr

土師質土器

ネ

口径 :(122)

器高:42

底径:42

画

面

部

外

内

底

回転ナデ

回転ナデ、ナデ

回転糸切

211ttl以下の砂

粒混入

軟 面

面

外

内

明灰橙色

明橙灰色

-6 SK 93

K6Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高:不明

底径:(56)

外面:回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 淡橙色

-7 SK 93

K6Gr

土師質土器

邦

明

明

動

不

不

０

径

高

径

口

器

底

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :静止糸切

l nII未満の砂

粒少量混入

軟 淡橙色 ,外面に赤彩

-8 SK93

K6Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:60

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :静上糸切

lmm以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 橙色



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

52-9 SK 93

K6Gr

土師質土器

ネ

口径 :不明

器高 :示明

底径 :(62)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :静止糸切

l HIl以下の砂

粒少量混入

軟 淡橙色

(底部澄色)

-10 SK 93

K6Cr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:75

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切、ナデ

l IIul未 満の砂

粒多量に混

入

やや軟 橙 色 高台貼付

-11 SK 93

K6Gr

須恵器

瓶または鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(96)

外面 :回転ナデ

内面:回転ナデ

底部 :回転糸切、ナデ

密 良 外面 :暗褐色

内面 :暗責灰色

(高台内青灰色)

・高台貼付

53-1 SX03

K6Gr

土師質土器

杯

口径:129

器高:44

底径:52

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

黒色粒子混

入

やや軟 外面 :灰橙色

内面 :橙灰色

-2 SX 03

K6Gr

土師質土器

杯

口径■31

器高:42

底径:52

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部:回転糸切、板目

1～ 211mlの砂

粒少量混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

-3 SX 03

K6Gr

土師質土器

不

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(65)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 淡橙色

-4 SX 03

K6Gr

土師質土器

郭

口径 :不明

器高 :不明

底径:62

外面:回転ナデ

内面:回転ナデ

底部:回転糸切、板目

l HIl未満の砂

粒少量混入

やや軟 外面 :明責灰色

内面 :灰橙色

-5 SX 03

K6Gr

須恵器

不

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(101)

外面:回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 i回転ナデ

密 良 青灰色 高台貼付

酵 -1 SK 96

L5Gr

須恵器

イ蓋

口径:(129)

器高:46

クト面:回転ナデ、回転ヘラ

内面:回転ナデ、ナデ

密 良 外面 :責仄色

内面 :青灰色

(大部分暗褐色)

・外面に自然釉付着
・外面肩部に1条の稜線
口縁部内面に1条
の沈線

-2 SK 96

L5Cr

須恵器

不身

口径:(128)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部:不明

密 良 青灰色 外面に自然釉付着

・第「o4図 1とセット関

係か?

-3 SK 96

L5Gr

須恵器

杯身

口径 :(126)

器高:40

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :回転ヘラ切り?

密

黒色粒子多

量に混入

良 外面 :黒褐色

内面 :青灰色

底部外面に自然釉

付着

-4 SK 96

L5Gィ

須恵器

郭身

口径 :(13)

器高:41

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :回転ヘラ切り

密

黒色粒子多

量に混入

良 外面 :暗仄色

内面 :青灰色

55-― ユ SX 04

K5Gr

土師質土器

杯

口径■23

器高:45

底径:48

外面 :回転ナデ

内面:回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 橙色

56-1 SK 103

K4Gr

土師質土器

杯

口径:(130)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部:不明

lmm程度の砂

粒混入

やや歌 淡橙色

57-1 SK 159

K3Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:(64)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

l llul程 度の砂

粒少量混入

軟 淡橙色

-2 SK 159

K3Cr

土師質土器

lTN

口径 :不明

器高 :不明

底径:66

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

密 やや軟 外面:暗赤褐色

内面 :淡橙色

(一部暗赤褐色)

高台貼付

58-1 SK 161

K4Gr

土師質土器

小皿

口径:(80)

器高■8

底径 :(48)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

2 mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :暗黄褐色

内面 :淡橙色

-2 SK 161

K4Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(66)

外面:回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切、板目

2mm以下の砂

粒混入

やや軟 淡橙色
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-3 SK 161

K4Gr

瓦質土器

火鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :不明

内面 :ナデ

底部 :ナデ

密 良 暗褐色 断面に粘土の接合

痕

脚部貼付

59-ユ SK 163

K3Gr

土師質土器

沐

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(60)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :板目

l mm以下の砂

粒混入

軟 外面 :灰橙色

内面 :淡橙色

-2 SK 163

K3Gr

土師質土器

ネ

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(66)

外面 :回転ナデ

内面 1回転ナデ

底部 :回転糸切

赤色粒子混

入

やや軟 橙色

-3 SK 163

K3Cr

須恵器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 良 外面:責灰色

内面 :青灰色

-1 鍛冶炉 1

K2Cr

土師質土器

小皿

口径 :(70)

器高■7

底径 :(42)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 橙色

-2 鍛冶炉 l

K2Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(48)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 i回転糸切

l Htll未 満の砂

粒少量混入

やや歌 橙色

61-3 鍛冶炉ユ

K2Gr

土師質土器

杯

口径:(119)

器高 :不明

底径 :不明

外面 i回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

l mm未 満の砂

粒少量混入

やや軟 橙色

-4 鍛冶炉 1

K2Gr

土師質土器

邦

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(56)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 橙色

-5 鍛冶炉 1

K2Gr

土師質土器

lTN

国径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面フ ケヽロ、ナデ

底部フ ケヽロ、ヘラミガキ

密 やや軟 仄澄色 ・脚部貼付

63--1 鍛冶炉 2

K2Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(54)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

l lur未満の砂

粒混入

軟 外面 :灰黄色

内面 :灰褐色

-2 鍛冶炉2

K2Gr

土師質土器

郭

口径 :不明

器高 :不明

底径:51

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

lmm未満の砂

粒混入

軟 橙色 内面見込にタール

付着?

-3 鍛冶炉2

K2Gr

土師器

円筒埴輪

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

1～ 2 Hulの砂

粒混入

やや歌 橙色 ・透かし,タガあり

64-1 SD28

K2Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(66)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 軟 外面 :淡責橙色

内面 :淡灰橙色

67--1 SD29

K2Gr

弥生土器

把手付短顕壺

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :不明

内面 :不明

底部 :不明

l mm程 度の砂

粒多量に混

入

軟 灰白色

(一部黄橙色)

-2 SD 29 弥生土器

甕

口径:(115)

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面フ ケヽロ、ヘラ削り

底部 :不明

21ul以下の砂

粒やや多く混

入

やや軟 暗責褐色

(一 部暗褐色・

褐色)

・外面にスス付着

-3 SD 29 弥生土器

奏

口径:(152)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ヘラ削り、ナデ

底部 :不明

lmm以下の砂

粒やや多く混

入

やや軟 外面 :明責灰色

内面 :黄灰色

-4 SD29

K2Cr

弥生土器

奏

口径 :(254)

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面 :ヘラ削り、すデ

底部 :不明

3Elll以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 i暗責褐色

内面 :暗黄灰色

(一部暗黄掲色)

・顕言Hこ貝古付突帯

・口縁部端音脱こ3条

の凹線

-5 SD29 弥生土器

養

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

l mm以下の砂

粒混入

やや歌 外面 :暗黄褐色

内面 :黄灰色

(一部黒褐色)

・外面にスス付着



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

67--6 SD29 弥生土器

甕

口径 :(166)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

l Hul以下の砂

粒混入

やや軟 淡黄掲色 ・口縁部端部に2条

の凹線

-7 SD29 弥生土器

甕

口径 :(186)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ヘラ削り、ナデ

底部 :不明

2Hln以下の砂

粒混入

やや軟 口縁部 :淡赤橙

色

顎部 :褐色

・回縁部端部に1条

の四線

-8 SD 29 弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面:不明

内面 :不明

底部 i不明

2HIa以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :暗責橙色

内面 :明責灰色

-9 SD29 弥生土器

奏

口径 :(172)

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面ツサロ、′ラ削吹ナデ

底部 :不明

2 mm以下の砂

粒やや多く混

入

やや歌 外面 :貨橙色

内面 :橙色

-10 SD 29 弥生土器

奏

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

l nIIl以 下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :暗黄灰色

内面 :淡黄灰色

(一部責褐色)

・口縁部端部に2条

の凹線

― H SD29 弥生土器

奏

口径 :(222)

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面フ ケヽロ、ナデ

底部 :不明

2 nlx以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :淡責橙色

内面 :明責灰色

日縁部:暗黄橙色

口縁部端音Ⅲこ2条
の四線
口縁部内外面にス
ス付着

-12 SD29 弥生土器

広口壼

回径 :(256)

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

1～ 3 mllの砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :淡責褐色

内面 i明黄灰色

,端部に2条の凹線
口縁部内面に3条
の四線
頸部に突帯文

68-l P255

K3Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :4.8

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切、板目

l Eul以下の砂

粒少量混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :淡責橙色

-2 P258

K3Gr

土師質土器

郭

ロイユ (142)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

l mm以下の砂

粒混入

やや軟 淡橙色

-3 P258

K3Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

2mm以下の砂

粒混入

やや軟 淡橙色

-4 P259

K3Gr

土師質土器

小皿

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

l lltll以 下の砂

粒混入

やや軟 淡橙色

-5 P259

K3Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

l Hul以下の砂

粒 多畳 に混

入

やや軟 暗栓色 ・高台貼付

-6 P268

L3Gr

土師質土器

小皿

口径 :(88)

器高:(60)

底径■ 5

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

lmm未満の砂

粒少量混入

やや歌 橙色

-7 P275

K4Gr

土師質土器

14N

口径 i(129)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部:不明

2aul以下の砂

粒混入

やや軟 淡橙色

-8 P359

K2Gr

土師質土器

lTN

口径 :不明

器高 :不明

底径:(55)

外面:回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

2THl未満の砂

粒少量混入

軟 橙色

69-1 SK 120

M9Cr

土師質土器

邦

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

黒色粒子少

量混入

やや軟 黄橙色

-3 SK 133

08Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:(49)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底郡 :回転糸切

密 軟 外面 :淡橙色

内面 !橙色

-4 SK 133

08Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:36

外面 :不明

内面 :不明

底部 :不明

lmm以下の砂

粒少量混入

軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

(一部黄灰色)
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69-5 SK 133

08Gr

須恵器

14N

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :回転ナデ

密 良 外面 :責灰色

内面 :青灰色

(高台見込青灰色)

高台貼付

-6 SK 144

08Gr

土師質土器

杯または小

皿

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(48)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

l mm未満の砂

粒少量混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

-7 SK 144

08Gr

縄文土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ヘラミガキ、ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

2 mm以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :暗責橙色

内面 :黄橙色

口縁部端言Ⅲこ無文

の突帯

-8 SK 144

08Gr

弥生土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 iナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

l mm程度の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面:橙色

内面:責橙色

・口縁部端吉脱こ刻目

文

71-1 E10Gr

第1層

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

lmm以下の砂

粒少量混 入

やや軟 外面 :橙色

内面 :暗橙色

(底部橙色)

-2 K6Gr

第1層

瀬戸焼

天目茶婉

口径 :不明

器高 :不明

底径:44

外面 :不明

内面 i施釉

底部 i露胎

141H以 下の砂

粒少量混入

良 施釉 :黒掲色、

暗茶色

露胎 :明責灰色

高台削り出し

-3 J9Gr

第1層

瀬戸焼

灰釉陶器坑

回径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :不明

内面 :施釉

底部 :露胎

密 良 施釉 :淡緑色

露胎 :責灰色

-4 K8Gr

第1層

土師器

赤彩土器

口径 :(158)

器高:40

底径 :(142)

外面 :ヘラミガキ

内面フ ケヽロ、すデ

底部 :ヘラミガキ

密 やや軟 赤橙色

(底部外面黄橙

色)

・内外面赤彩

-5 B3Gr

第1層

須恵器

鉢

口径 :不明

器高 i不明

底径 i不明

外面i回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 良 責灰色

-6 L8Gr

第1層

須恵器

杯

口径■34

器高:41

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :回転ヘラ切り

密 良 外面 :責灰色

内面 :青灰色

(外面一部青灰色)

-7 K8Gr

第1層

須恵器

邦

口径■46

器高:40

底径:101

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底郡 :静止糸切

密 良 外面 :黄灰色

内面 :青灰色

72- 1 K5Cr

第2層

土師質土器

小皿

口径:74

器高■ 5

底径:50

外面:回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切、ヘラ状工具痕

2mm以下の砂

粒混入

やや軟 橙色

-2 K4Gr

第2層

土師質土器

小皿

口径:88

器高■ 9

底径i49

外面 :回転ナデ

内面 :回転すデ

底部 1回転糸切

2mm以下の砂

粒混入

やや軟 橙色 内面にタール付着?

-3 K4Gr

第2層

土師質土器

lTN

口径i135

器高:42

底径:52

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡黄橙色

内面 :淡橙色

-4 第2層 土師質土器

杯

口径 :(136)

器高:71

底径190

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転ナデ

21ull以下の砂

粒混入

やや軟 淡橙色

(口縁部橙色)

(高台内黄橙色)

高台貼付

-5 J2Gr

第2層

土師質土器

ネ

口径 :不明

器高:不明

底径 :不明

外面:回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

l mm未満の砂

粒少量混入

やや軟 橙色 外面に鉄淳付着

-6 K3Gr

第2層

白磁

四耳壷

口径 :(114)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :不明

密 良 灰白色 ・成信財?

-7 J8Gr

第2層

青磁

碗

口径:(150)

器高:不明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :不明

密 良 淡緑色 龍泉窯系D類

‐
‐
上
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72-8 C7Gr

第2層

備前焼

福鉢

口径 :不明

器高 :不明

外面 iナデ

内面:ナデ

密 良 外面 :赤掲色

内面 :暗赤褐色

(一部暗赤褐色)

乗岡編年中世5期

-9 19Gr

第2層

瀬戸焼

婉

口径 :(202)

器高 :不明

底径 :不明

外面:施釉

内面 :施釉

底部 :不明

野 良 外面 :淡責緑色

内面 :暗緑色

・口縁部に漆付着

-10 D9Gr

第2層

瀬戸焼

卸皿

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(32)

外面 :施釉

内面 :卸 目

底部 :回転糸切

葎 良 黄褐色 外面に灰釉付着

一 H C10Gr

第2層

中国製陶器

茶入

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(28)

外面 :施釉

内面露胎 :回転ナデ

底部露胎 :回転糸切

密 良 施釉 :暗黄色

露胎 :暗茶色

-12 B3Gr

第2層

青花 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :施和

底部 :不明

密 良 淡青白色 ・内外面に楽付

・小野F群

-13 L5Gr

第2層

縄文土器

浅鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 i不明

外面 :磨消縄文

内面 :ヘラミガキ

底部 :不明

密 やや軟 暗茶褐色

-14 L5Gr

第2層

縄文土器

浅鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :二枚貝条痕

内面 :ヘラミガキ

底部 :不明

2111X以下の砂

粒やや多く混

入

やや軟 外面 :暗責橙色

内面 :暗茶色

-15 G10Gr

第2層

弥生土器

重

口径■00

器高:77

外面 :ヘラミガキ

内面 :ヘラミガキ、ヘラ削り

底部 :ヘラ削り

2Hul未満の砂

粒混入

やや軟 外面 :日音責橙色

内面 :責橙色

-16 J8Gr

第2層

土師器

甕

口径 :(216)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ヘラ削り、ナデ

底部 :不明

l HtI以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :暗褐色

内面 :黒褐色

(一部橙色)

口縁部周辺にスス

付着

-17 19 Gr

第2層

土師器

甕

口径 :(264)

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、指頭圧痕

内面フ ケヽロ、ヘラ削り

底部 :不明

3mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面:黒褐色

内面 :暗黄橙色

(一部橙色赤褐色)

・外面にスス付着

-18 L5Gr

第2層

須恵器

杯蓋

口径■33

器高:47

外面 :回転ナデ、回転ヘラ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :不明

密 良 青灰色 天丼部にヘラ記号

「×」

-19 19G r

第2層

須恵器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 史 暗黄灰色 灯明皿の可能性あ

り

-20 K3Gr

第2層

緑釉陶器 口径 :不明

器高 :不明

底径:54

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :施釉

密 やや軟 施釉 :青緑色

露胎 :責 白色

・内面見込に1条の

沈線

-2ユ D10Gr

第2層

肥前系陶器 口径 :不明

器高 :不明

底径:48

外面 :露胎

内面 :施釉

底部 :露胎

密 食 外面 :黄灰色

内面 :淡緑色

(一部赤褐色橙灰色)

肖Uり出し高台

砂目積

-22 第2層 肥前系磁器

染付

口径 :不明

器高 i不明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :施釉

密 良 淡青白色 ・内外面に染付

73-8 D9Gr

第3層

白磁 口径 :不明

器高 :不明

底径 :(46)

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :露胎

密 良 施釉 :灰白色

露胎 :灰橙色

内面見込に蛇ノロ

釉ハギ

増Jり出し高台

密 -1 」9Gr

第4層

土師質土器

小皿

口径:73

器高■6

底径i39

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2nm以下の砂

粒少量混入

やや軟 橙色

-2 E9Gr

第4層

土師質土器

/jヽ皿

口径:(71)

器高■ 5

底径:(54)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2 am以下の砂

粒混入

軟 淡橙色 ・内外面に染付ター

ル付着

灯明具



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

74-3 H9Gr

第4層

土師質土器

小皿

口径 :(87)

器高:20

底径 :(53)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 橙色 内外面に染付ター

ル付着

灯明具

-4 E9Gr

第4層

土師質土器

小皿

口径 :(88)

器高:26

底径 :(41)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

3mm以下の砂

粒混入

やや軟 橙色 ・内外面に染付ター

ル付着

灯明具

-5 」9Gr

第4層

土師質土器

郭

口径 :不明

器高 :不明

底径:55

外面 i回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

211BI以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :淡責橙色

内面 i淡橙色

-6 G9Gr

第4層

土師質土器

不

口径 :(126)

器高:45

底径:51

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 橙色

-7 G9Gr

第4層

土師器

低脚杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:48

外面 :不明

内面 :ヘラミガキ

底部 :回転ナデ、ナデ

黒色粒子混

入

やや軟 外面 :暗責橙色

内面 :暗橙色

・脚部貼付

-8 」9Gr

第4層

白磁

碗

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(64)

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :施釉

密 良 乳白色 高台畳付釉ハギ

・小野C群

-9 G9Gr

第4層

在地上器

捏鉢

ロイ垂:(284)

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面フ ケヽロ

底部 :不明

黒色粒子混

入

やや軟 淡橙色 ・断面に粘上の接合

痕

-10 G9Gr

第4層

弥生土器

笠

口径1(116)

器高 :不明

底径 :不明

外面フケヽロ、ヘラミガキ、ナデ

内面フ ケヽロ、すデ

底郡 :不明

2 mm以下の砂

粒混入

良 外面 :暗黄橙色

内面 :暗黄褐色

(一部暗褐色)

-11 G9Gr

第4層

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

径:(64)

外面 :ヘラミガキ

内面フ ケヽロ

底底部 :ナデ

l mm以 下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :暗責褐色

内面 :暗黄橙色

(底部黒褐色)

・底部外面にスス付

着

-12 19 Gr

第4層

土師器

製塩土器

口径 :(100)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :指頭圧痕、ナデ

内面:ナデ

底部 :不明

l Hul以下の砂

粒混入

やや軟 橙色

-13 19Gr

第4層

須恵器

甦

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 良 暗青灰色

(肩部暗褐色)

・体部外面に1条と2

条の沈線
・体部に刺突文
・体部穿孔

-14 J9Cr

第4層

須恵器

芥

口径 :不明

器高 :不明

底径:(73)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :回転糸切

密 良 外面 :青灰色

内面 :黄灰色

75-― ユ B5Cr 土師質土器

林

口径■20

器高:43

底径:54

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

2mm以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 口縁部 i暗茶色

底部 :暗橙色

その他 :暗褐色

-2 J3Gr 土師質土器

ネ

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(61)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

211uI以下の砂

粒混入

軟 外面 :暗橙色

内面 :暗仄色

-3 K2Cr 土師質土器

柱状高台付鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径:49

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切?

21an以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 暗責橙色

-4 J3Gr 土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(90)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転ナデ

2近m以下の砂

粒少量混入

軟 外面 :淡橙色

内面 :橙色

-5 19Gr 白磁

碗

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :露胎

密 良 淡責白色 ・削り出し高台

-6 K3Gr 須恵器

不

口径 :不明

器高:不明

底径:59

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

lmこ以下の砂

粒混入

良 外面 :青仄色

内面 :暗青灰色

止
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挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

75-7 K3Gr 緑釉陶器

皿

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :不明

晉 やや軟 淡緑色

-8 K2Cr 土師質土器

ネ

口径 :不明

器高 :不明

底径:(56)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切

lmm未満の砂

粒少量混入

やや軟 外面 :淡責橙色

内面 :暗橙色

-9 土師質土器

杯

回径 :不明

器高 :不明

底径 :(70)

外面:回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

211111以下の砂

粒多量に混

入

軟 外面 :橙色

内面 :淡橙色

-10 K2Gr 土師質土器

芥

口径 :不明

器高 :不明

底径 :5.6

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

2 mm以下の砂

粒混入

軟 外面 :黄橙色

内面 :暗橙色

― H K2Gr 土師質土器

ネ

口径 :不明

器高 :不明

底径:(82)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転ナデ

lmm未満の砂

粒少量混入

軟 淡橙色

(高台内淡黄橙

色

・高台貼付

-12 K2Gr 土師器

甕

口径:(204)

器高 :不明

底径 :不明

外面:ナデ、ハケロ

内面 iナデ、ヘラケズリ

底部 :不明

l lltll以 下の砂

粒多量に混

入

軟 外面 :淡橙色

内面:淡責橙色

-13 K2Gr 須恵器

杯

口径 :(12.0)

器高:25

底径 :(5.6)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 1回転糸切

密 良 青灰色

-14 K2Gr 須恵器

杯

口径 :(14,6)

器高 :5.6

底径 :(89)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 i不明

密 軟 外面 :淡責灰色

内面 :淡青灰色

・底言印こ高台を施す

-15 K3Gr 須恵器高

然

口径:(192)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 良 青灰色 外面に1条の突帯

-16 K2Gr 須恵器

空

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :暗掲色

内面 :青灰色

-17 K2Gr 須恵器

長顕瓶

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :淡青灰色

内面 :暗青灰色

-18 K2、 J2 土師質土器

郭

口径 :(11.2)

器高 :3.3

底径 :(8.1)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :不明

密 軟 淡橙白色 内外面赤彩

-19 K2Gr 土師質土器

不

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(7.8)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :静止糸切

黒色粒子少

量混入

軟 外面 :黄灰色

内面 :淡灰橙色

(底部褐色 )

-20 K2Gr 土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(7.0)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :静止糸切、板目

l ШШ以下の砂

粒混入

軟 外面:淡灰橙色

内面:淡橙色

-21 K2Gr 土師器

製塩土器

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :指頭圧痕、ナデ

内面 :指頭圧痕、ナデ

底部 :不明

l Htll以 下の砂

粒混入

軟 橙色

76-1 K2Gr 緑釉陶器 口径 :不明

器高 i不明

底径 :(6.8)

外面 :施 THI

内面 :施釉

底郡:施釉

密 軟 外面 :明青緑色

内面 :淡緑色

・底部にヘラオ占きを

施す

-2 K2Gr 須恵器

JTN

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(10.0)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :回転糸切

密 やや軟 青灰色

-3 K2Gr 須恵器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(6.2)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ底

部 :回転糸切

密 良 青仄色



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

76-4 K2Gr 須恵器

直口壺

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :暗掲色

内面 :青灰色

-5 K2Gr 須恵器

奏

イ垂:(235)

器高 :不明

底径 :不明

口外面 :平行タタキ?

内面 :青海波文

底部 :不明

密 良 外面1暗褐色、褐灰色

内面:褐灰色、暗青灰色

-6 K2Gr 弥生土器

甕

口径 :(13.8)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

2mm以下の砂

粒混入

やや軟 淡橙灰色

-7 K2Cr 弥生土器

奏

口径 :不明

器高 :不明

外面 :不明

内面 :指頭圧痕

底径 i不明

211trl以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :淡赤橙色

内面 :暗黄橙色

-8 K2Gr 弥生土器

奏

口径 :(16.8)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ヘラミガキ、ナデ

内面 :ヘラケズリ、ヘラミガキ

底部 :不明

211tll以下の砂

粒混入

やや軟 暗責橙色

(一部褐色)

・体部外面に刺突文
口縁部端吉限こ2条
の凹線
・口縁吉Ⅲこスス付着

-9 K2Gr 弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

2nm以下の砂

粒多量に混

入

軟 淡橙色

77--1 K2Gr

灰 色 砂 質

土

土師質土器

小皿

口径:(82)

器高 :不明

底径:(43)

外面 :回転ナデ

内面 i回転ナデ

底部 :不明

密 軟 橙 色

-2 K3Gr

灰 色 砂 質

土

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(7.0)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :糸切痕

lmm未満の砂

粒混入

軟 淡橙色

-3 土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(4.8)

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転糸切痕

l mm未満の砂

粒少量混入

やや軟 淡橙色

-4 K2Gr

灰 色 砂 質

土

白磁

碗

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :不明

密 良 淡黄白色

78--1 K7Cr

撹乱土

土師器

焙烙

口径:45.2

器高:80

だヽそそi43.6

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :チヂレロ

密 良 淡橙色

(一部黒褐色 )

粘土紐の把手を施

す

スス付着

-2 M8Gr

撹乱土

土師器

焙烙

口径:320

器高:75

底径:330

外面 |ナデ

内面 iナデ

底部 :チヂレロ

密 良 良

内面 :橙色

(一部黒褐色)

・口縁音Ыこスス付着

79-1 中屋山

T-1

土師質土器

杯

回径 :不明

器高 :不明

底径 :5.1

外面 :回転ナデ

内面 i回転ナデ

底部 :不明

lnШ未満の砂

粒混入

軟 淡橙色

-2 中屋山

T-1
備前焼

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

密 良 暗茶色 ・口縁部端部・肩部

外面に灰付着

-3 中屋山

T-1
須恵器

霊

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回転ヘラケズリ

密 良 黄灰色

80-1 中屋山

T-2
全器系陶器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ヘラケズリ、ナデ

底部 :不明

密 良 暗赤褐色

(内面一部黄掲

色気味)

・内面に灰被る

-2 中屋山

T-2
備前焼

悟鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(14.0)

外面 :ナデ

内面 :ナデ

lmm以下の砂

粒少量混入

良 外面 :暗褐色

(やや赤みを帯びる)

内面 i仄褐色

‐内 面 に 1単 位 7-
8条 の 補 目
断 面 ‐外 面 に 粘 上
の 接 合 痕
‐底 部 に ヘ ラ状 工 共
痕

-3 中屋山

T-2
肥前系磁器

染付

口径 :(12.8)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :不明

密 良 白色 ・内面コンニャク印版



2
挿図番号 出土地点 種  ―別 法 量(c4) 備 考

20-4 Pl16

G6Gr

土製品

錘

縦景お,1

接幅
=ゑ
2

とし径:0.5

21 ilS SD01

DOGr
土製品

支脚

だ猛4≧ ,0.0

-16 SDOl

DSGr

主製品

錘

縦長整攣

棘 ,1.5

孔径珀う

■17 Sつ Ol

DBGr
搬 品

疑

残存長:4‐ 1

横幅11■

子と径Ю担

.1と径蜘甥諄萌礫孔を施す

一19 SDOl

Oイ GF

土製品

辛瓦

残存長:62

残幕幅途J

・外百に任 タタキ

.在地上器藷の可鵬 あり

22-3 SDOl

D9Cr
瓦質製品

瓶

残存長i12

横幅i■ .7

IEHHltコ ビキ癖―へ牌 痕残益
Ⅲal面に粘土の榛各震

23-2 SD17

0む Gr

鏃錦
1鍛

残布長■2

残存幅,40

口径ねお

=蓼二号t瘤らり

33-7 SD08

F9GF

石製品

随

蕗 長:ia

房認抑隔:と9

肥厚:2'

4面使用

34工 1 Sp08

E10GF

螂 品

釘

維長:'5

1轟づ導離iO.0

1釘頭暉 形

-2 SD08

a,GF

鰯

釘

稲割説:7お

最大径:0患

,釘頭嘲

‐ 3 SD08

Eつ er

鰯

釘

残存長塩0

1最大徴備

・鐵 形態不明

-4 SD081

E10Gr

鯉 品

釘

籐 絶 B

傷惑赤ヨ睡.:0.6

・載蠣貫T期

一S SD08

E10CF

嬢 品

釘

維長鷲鬱

最大径iO,7

'釘頭麟

-6 SD08

010GF

鉄製品

釘

縦長|■7

最大径na
・釘頭T字形

.-7 SD08 鉄錦

釘

残存長ね■

:'i々

'ラ

米
''4:こ

::0,4

・釘頭欠損

一B Sつ0

すOCr
鉄製品

釘

縦長:お

撮〕鉾蹴:工0

``,'了ξ霧霊Iデ1滓七圧多

-9 SD08

E9GF
鉄製品

釘

1残幕長:4.'

最大径n4
・
霊 r樹質 娘

―10 SD08

Eθ CF

鉄製品

釘

残存長:41

最大径:0'

釘頭欠損



挿図番号 出土地点 種  別 法 量(cm) 備 考

34--11 SD08 鉄製品

刀子

残存長■17

残存幅:24

月巴層言:0.4

・片側に刃

36--7 土器溜

G10Gr

土製品

錘

残存長:38

横幅■,8

子し径 :045～ 055

・外面赤色塗彩

38--4 SA02

19Cr

土製品

錘

残存長:22

残存幅■2

了し宅そ:05

40-― ユ P44

H9Cr

土製品

錘

残存長:26

残存幅■5

7しぞ≧:50

45--1ユ SE01

K6Gr

土製品

錘

縦長:66

横幅■9

孔径 :0醐～055

51-1 SK 09

L6Gr

鉄製品

釘

縦長■42

最大径:06

・釘頭L字形

69--2 SK 120

M9Gr
土製品

錘

残存長:48

横幅■.5

子し径 :045～ 055

71-8 19 Gr

第 1層

土製品

錘

残存長 :4.3

横幅il.5

Tしぞ登:035

73-1 19 Gr

第2層

土製品

錘

残存長:56

横幅■.9

孔径 :035～ 055

-2 19Gr

第2層

土製品

錘

縦長:4.2

横幅■4

7しそ乙:0.5

-3 C6Gr 土製品

錘

縦長:5.0

横幅■7

子しぞ登:04

-4 B5Gr

第2層

土製品

錘

残存長:38

横幅■.4

了し4至 :0.35

-5 K2Gr

第2層

土製品

用途不明

純長:4.2

横幅:28

月巴層言:22

-6 D9Gr

第2層

石製品

砥石

残存長:56

横幅:55

月巴雇言:34

・3面使用

-7 J2Gr

第2層

鉄製品

五徳

口径:(168)

器高:49

・内面に上師質土器片付着

74--15 19 Cr

第4層

土製品

錘

縦長:56

横幅■ 8

子しぞ登:06

-16 19 Gr

第4層

土製品

錘

縦長:49

横幅■4

孔径 :035～ 040

-17 19Gr

第4層

土製品

錘

縦長:52

横幅■45

子しぞζ:04



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 備 考

74-18 19Gr

第4層

土製品

錘

縦長:45

横幅■.4

7し宿&:045～ 050

-19 19 Gr

第4層

土製品

錘

縦長:39

横幅■35

子し作乙:050

-20 19 Gr

第4層

土製品

錘

残存長:34

横幅■.3

子しぞ登:05

77--5 出 土 地 不

明

土製品

錘

残存長:55

横幅:16

Tし作至:04

-6 ,F土中 土製品

錘

縦長:65

横幅i30

子と径:07～ 08

81-1 中屋山

T-2
石製品

五輪塔

空風輪

残存高:158

横幅■58

-2 中屋山

T-2
石製品

五輪塔

空風輪

横幅■0.6

高さ■14

-3 中屋山

T-2
石製品

五輸塔

空風輪

横幅■78

高さ:284

-4 中屋山

T-2
石製品

五輪塔

空風輪

横幅 :15,6

高さ:286

-5 中屋山

T-2
石製品

五輸塔

空風輪

横幅■68

高さ:272

-6 中Ff山

T-2
石製品

五輪塔

火輪

横幅 :32.0

局さ■58

-7 中屋山

T-2
石製品

五輸塔

火輪

君鷺晰目:220

高さ:118

-8 中屋山

T-2
石製品

五輪塔

水輪

横幅:320

高さ:178

-9 中屋山

T-2
石製品

五輪塔

水輪

君鷺市冨:266

高さ:178

-10 中屋山

T-2
石製品

五輪塔

地輪

横幅:234

高さ:152

-11 中屋山

T-2
石製品

五輪塔

地輪

横幅:318

高さ:220

-12 中屋山

T-2
石製品

宝筐印塔

相輪部

横幅:103

残存高:96

-13 中屋山

T-2
石製品

宝筐印塔

相輪部

横幅■19

残存高:82



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 備 考

81-14 中屋山

T-2 棚魏郵

残存幅:324

高さ:23.1

-15 中屋山

T-2
石製品

用途不明

残存幅:26.9

残存高:6.4

・根巻石

82--1 中屋山

表採

石製品

用途不明

残存長:64.8

横幅1172

肥厚:202

-2 中屋山

表採

石製品

用途不明

縦長 :93Ю

惑鷺瑚言:23.0

月巴涯髯:16.7



―
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寿昌寺遺跡



図版 1

ブ

米軍空撮写真 (寿昌寺遺跡周辺)



図版 2

コ浄 呼
時

SD15土層堆積状況

SD15完掘状況

‐上

SK85土層堆積状況



図版 3

4ユ1愛
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更芦垂事評

蜀報嬰零啓菅警
1長 Fi「
ご

SD30

SD30遺物出土状況

江
―
聾鶴 _ミ |1輯華ヽ  SD30完掘状況


